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(表紙写真)

生駒山脈を背景にした石切生喜病院

建設中の建物が鬼虎川遺跡第47次調査地

左の白い建物は第7次調査地

(裏表紙写真上)

鬼虎川遺跡第47次発掘調査A地区近景 (南東から)

(裏表紙写真下 )

同 B地区全景 (南東から)

後方の白い建物は第7次調査地



例言

1,本書は病院別館建設に伴う鬼虎川遺跡第47次発掘調査の報告書である。

2.本調査は医療法人藤井会(以下藤井会)の委託を受けて財団法人東大阪市文化財協会が実施した。発掘

調査に伴う工事は藤井会から発注され株式会社松村組が行つた。

3.現地調査と整理は金村浩―を主担当者とし、五井若葉、別所秀高がこれを助けた。事務局体制は次

の通りである(2001年 9月 現在)。

理事長  日吉亘

常務理事 北山良(東大阪市教育委員会社会教育部参事)

事務局長 小島進

調査部長 同上(兼務)

庶務部長 同上(兼務)

庶務部員 朝田直美 大林亨

調査補助 桐生紀子 武田慎平 泊清志郎 水沼優 重定礼子

4.調査における土色名は農林水産省農林水産技術会議事務局監修財団法人日本色彩研究所色票監修『新

版標準土色帖』に準じた。

5。遺構実測は建設省告示による国土座標第VI系 を使用し、基準点の移設は株式会社ワール ドに委託し

た。水準高はT.P,値を用いた。

6.土壌試料と樹根等の分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

7.本書は第 1～ 2章 を金村が、第4章を別所が、第5章 をパリノ・サーヴエイ株式会社が執筆し、編集を

金村が行った。執筆者の意思を尊重し全体の統一は図らなかった。

8.本調査の経費はすべて藤井会のご負担によるものである。調査に御理解と御協力をいただき、深く

謝意を表したい。

9。現地調査は株式会社松村組、築山三建設株式会社、安西工業株式会社他の諸氏による協力によって

円滑に進行した。記して謝意を表したい。

目次

例 言

目 次

第 1章  は じめに・・

第2章  調査の結果・・・・・・・・・・・・・

層序の概略・・・・・・

第HI層 上面の遺構・・

第IV層下面等の遺構・・・・・・・

2

4

4

。21

まとめ・・・・・・・・・・・ ● ● ● ● ● ● ● ● ●25

25

・33第3章  鬼虎川遺跡第47次調査出土動物遺体・・・

第4章  鬼虎川遺跡第47次調査地点の古環境解析・

報告書抄録

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●37

′



第1章 はじめに

鬼虎川遺跡は東大阪市西石切町・弥生町・宝町他にひろがる縄文時代から現代に至る複合遺跡である。

遺跡は生駒山西麓の沖積扇状地の扇端部(現地表面約T,P.+7m)か ら河内平野の沖積低地(同約T.P.+5m)

に位置する。これまでの発掘調査によって弥生時代の建物や墓等が多数発見され、近畿地方でも有数の

弥生時代集落遺跡とされている。通常では約2000年 という長い間に腐食して痕跡すら残 らない木製・骨

製の遺物がこの遺跡では原形を保ったまま出土する例が多いことも学界では名高い(注 1)。

1980(昭和55)～ 1981年 に実施された石切生喜病院本館建設に伴う発掘調査(鬼虎川遺跡第7次発掘調

査以下7次)では弥生時代の遺構や遺物を大量に発見した。なかでも、青銅器生産に関係すると思われる

銅鐸・銅釧の鋳型、日本で 1、 2例 目の出土例である石斧を装着した状態の斧、鉄器で加工した杭等は特

筆されるものである。また、貝塚等が発見されたことから、この地点が遺跡の中心の一つとも考えられ

るようになった。なお、この調査地に北接する東西道路では水道管布設に伴う鬼虎川遺跡第4～ 6次発掘

調査(以下4～ 6次)が実施されている(注 2)。

今回、東大阪市弥生町13564・ 13・ 14、 13602・ 8において石切生喜病院別館の建設が計画された。

計画地が鬼虎川遺跡の範囲内に位置し、先の調査地に近接するため1996(平成8)年 1月 10日 に東大阪市

教育委員会文化財課によって試掘調査が実施された。その結果、弥生時代の遺物を含む堆積層が確認さ

れ、発掘調査の必要が指示された。関係機関の協議の結果、財団法人東大阪市文化財協会が発掘調査を

実施することとなった。

調査は試掘結果にもとづき、現地表面下約5,6mま でを機械によって掘削し、現地表面下約7.lmま で

を人力によって掘削しつつ遺構や遺物の検出作業等を行う計画であった。調査の目的は弥生時代の遺構

や遺物の検出に置かれ、他の時代については機械掘削に立ち会い土層断面を観察するに留めた。・また、

これまでの調査結果から多量の遺物が出土すると予想されたため十分なイ本制で調査に臨んだ。調査区は

南北約43m、 東西約8mのA地区(約344∬ )と北接する南北約27m、 東西約27mの B地区(約 729∬ )に分か

れ、A地区の調査終了後にB地区の調査に着手することとなった。調査面積は合計約1073ゴである。

とこ/Dが、A地区の機械掘削時に弥生時代の堆積層が試掘調査の結果よりも浅く位置していることが

判明した。しかし、すでにA地区の約1/3を 計画通りに掘削していたことと弥生時代の堆積層の最終的

な深さが不明確であることから、東辺の一部を残して当初計画のまま機械掘削を行うこととした。結果

的に弥生時代の堆積層はおよそ半分が機械掘削によって破壊され、計画では3ヶ 月の調査期間がゴール

デンウイークを挟んだ4週間に短縮されることとなった。このため、B地区では現地表面下約5.lmまで

を機似によって掘削し、以下の弥生時代の堆積層を遺構や遺物の検出作業を行いつつ人力で掘削した。

調査の進行によって弥生時代以前の堆積層には土器等の遺物がほとんど含まれないことが確実となり、

その堆積層については基礎工事の掘削深度まで機械掘削に立ち会い、断面観察を行った。

調査の結果、溝5条他を検出し、整理箱(外寸386mm× 59mm× 155mm)に44箱 の上器類(復元した状

態を含む)、 4箱 の石器類、16箱の木器類、2箱の骨類等を得た。出土遺物には遺跡の略称、次数、登録

番号を注記している(例:KTR47R001)。 これらの遺構や遺物は調査前に予想されたものよりも少なく、

調査期間や費用は計画よりも減少した。もちろん、遺構や遺物の多少は調査の価値を減ずるものではな

く、今回の調査によって弥生時代の鬼虎川遺跡の集落縁辺部を知る貴重な資料を得ることができた。な

お、A地区の立会を除く調査期間は2000(平 成12)年 4月 24日 ～5月 19日 、B地区の立会を除く調査期間

は2000(平成12)年 6月 2日 ～8月 11日 である。
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T,P,+5m

T.P.+4m
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T,P.+lm
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A地区
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B地区
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41 1:7.5Y3/2オ リーブ黒色粗
砂～中粒砂(第 I層 )

2:75Y4/2灰 オリーブ色粗
砂～中粒砂(第二層)

3:2.5GY4/1暗 オリーブ灰色

中粒砂とシル トの互層
(第 I層 )

4:7.5Y3/2オ リープ黒色シ
ル ト混中粒砂～細砂(第I層 )

5:7.5Y3/2オ リープ黒色細
砂混シルト(第 H層 )

6:10Y3/1オ リーブ黒色粘上
～シルト(第 H層 )

7:75Y3/2オ リーブ黒色粘
土～細砂質シルト(第 H層 )

8:2.5GY8/11灰 白色細砂
(第H層 )

9:2.5GY5/1オ リーブ灰色細
砂質シルト～粘土(第 H層 )

10:10G3/1暗緑灰色細砂質
シルト(第H層)

11:Nl.5/～ N2/黒色粘土
(第H層 )

12:弥 生中期の盛土(盛±2)

13:2 5YR3/1黒褐色粘質シ
ル ト(植物多量)(第Ⅳ層)

14:10Y5/2灰 色粘質シルト
～極細粒砂と薄い植物遺体
の互層。(第,V層 )

15:N15/黒色細砂混細砂質
シルト(植物遺体層)

(第VI層 )

16:2.5GY4/1暗 オリーブ灰
色中粒砂混粘土(第VH層 )

31

7

1

17
16

1

1
11

T.P.-lm 10

6

T.P,-2m 4

T,P.-3m
L

17:10Y4/1灰 色細砂混粘土～シル ト(第VIII層 )

18,10Y5/1灰 色シルト～粘土(第Ⅸ層)

19:5Y8/6黄 色細砂～極細砂(第Ⅸ層)

20:N8/灰 白色細砂～シルト(第Ⅸ層)

21:10G5/1緑灰色細砂～シルト(第Ⅸ層)

22,10Y7/1灰 白色中粒砂～シル ト(第Ⅸ層)

23110Y2/1黒色細砂～シルト(植物遺体層)(第Ⅸ層)

24:10BG4/1暗 青灰色砂礫～シル ト(第Ⅸ層)

25:5BG5/1青 灰色中粒砂～細砂(第Ⅸ層)

26:N7/灰 白色粗砂～砂礫(第Ⅸ層)

27:2 5GY5/1オ リープ灰色粘土とN7/灰白色粗砂～中粒砂の互層
28:2.5Glr3/1暗 オリープ灰色中粒砂～粘土(第Ⅸ層)

29:10YR5/2灰黄褐色粗砂～中粒砂混砂質シル ト(第X層 )

30〔 7.5GY5/1緑 灰色粘土と中粒砂の混合土lttX層 )

31:10YR4/1褐灰色中粒砂混砂質シル トlttXI層 )

32:2.5GY3/1暗 オリーブ灰色シルト～粘土lttXI層 )
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:2.5Y6/2灰黄色シルト(第XH層 )

:10YR6/2灰黄褐色中粒砂混砂質シルト(第XH層 )

:2.5Y6/1黄灰色中粒砂混粘質シル トlttXH層 )

:2.5Y6/6明黄褐色中粒砂混シルト(第XH層 )

:2.5″/6明黄褐色中粒砂混シルト(第XH層 )

:10YR7/2にぶい黄小島色中粒砂混砂質シル トlttXH層 )

,2.5Y7/2灰黄色中粒砂混砂質シル トlttXH層 )一
12.5GY3/1暗 オリーブ灰色中粒砂混砂質シル ト(第XI層 )

:2 5Glr3/1暗 オリープ灰色中粒砂混粘質シルト(第XH層 )

:7.5YR7/8黄 橙色中粒砂混砂質シルト(第XH層 )

:5Y5/1灰 色中粒砂混砂質シルト(第XH層 )

:5Bl.7/1青黒色中粒砂混粘土(第Xm層 )

:近年の盛土(第XⅣ層)
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図 2.1 調査区土層柱状図(SE1/50)



第2章 調査の結果

層序の概略

すでに述べたように今回の調査の目的は弥生時

代の遺構や遺物の検出に置かれ、それ以外の堆積

層は機械によって掘削している。この掘削に立ち

会い、現地表面から約8m下までの堆積層を観察

することができた。以下に、下位から順に層序の

概略を述べる(図 2.1～ 12)。

第I層(図 2.11～ 4)

主に砂によって構成される。調査区が干潟で

あった頃の堆積層と考えられる。遺物は出土しな

かった。

第H層 (図 2.卜 5～ 10)

主にシル ト・粘土によって構成される。干潟が

後退した後、河川等の流水による堆積層と考えら

れる。種子や軽石が出土した。10層は土壌化し、

やや黒色を帯びる。

第Ⅲ層(図 2.111)

Nl.5/～ N2/黒色粘土層。現地調査では数層に

分けたが、勘に頼つたものであり信頼性に欠け

る。しかし、下部はシル ト質が強く、軽石が出土

したのみであるのに対し、上部は粘土質が強く、

弥生前期の土器(図 2.6-1～ 5)や縄文晩期土器(図

2.66)が出土していることから、少なくとも上下

2層 に分かれると考えられる。下部は10層が完全

に土壌化したものと考えられる。本層の上面は弥

生時代中期の遺構面である。A・ B両地区とも本

層までを人力で掘削した。

図 2.2

図 2.3

図 2.4

図 2.5

(最上)A地区南部第‖層以下の上層断面

(西南から)

(中 止)B地区西壁南部上層断面(南から)

(中下)A地区第Ⅲ層中止器(図 2.63)出土

状況(北西から)

(最下)B地区北東部第 VI層 上面の踏み込

み(北東から)
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第IV層 (図 2.113)

2.5YR3/1黒褐色粘質シル ト層。第III層 のブロックを少量と植物を多量に含む。B地区北西部では2層

に分けられる。弥生時代中期の土器(図2.81～ 4)、 土器製円盤(図 2.85)、 石包丁(図 2.71～ 3)、 石鏃(図

2,74～ 6)、 木製品(図 2.86～ 7)等が出土している。

第V層 (図 2.114)

5Y8/6黄色～10Y5/2灰色粘質シル ト～極細粒砂と薄い植物遺イ本の互層。流水による堆積層と考えら
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図28 第 IV層 (1～ 7)・ 第 V層 (8～ 10)・ 第 VI層 (11)。 第 V‖ 層(12～ 15)・ 第 V‖ 層上面精査中(16～ 18)

出土遺物(7は S=1/2、 他はS=1/4) 7
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図 2.9(上 左)A地区中部第 X～ XIV層の上層

(南から)

図210(上右)B地区東南部第 IX～ XIV層の上層

(西から)

図 2.11(中 )A地区北部第‖～ X層の土層

(南から)

図 2.12(下)A地区中央部第‖～ X層の上層

(南から)

‐ ― 誠

れる。弥生時代中期の土器(図2.88～ 10)が 出土している。

第VI層 (図2.115)

Nl.5/黒色細砂混細砂質シル ト層。植物遺体によって構成される。上面には平面が径約20～ 30cmの

円形や精円形を呈する、いわゆる踏み込みが認められた。地震による変形構造か、足跡の変形か定かで

はない。弥生時代後期の土器(図2.811)が 出土しているが、破片数はB地区全イ本で5点 にすぎない。B地

区では本層上面から人力掘削を行った。

∂



矢

板

¬

3

ヽ
＼

E.

壁

E.

矢

板

矢

板

図
〕
お
　
＞
さ
図
訊
冊

・
暑
滑
澪
肝
爾
図
６
⊥
渉
９

2

ヽ
′=-33

_… 18……Ⅲ

16

1:第 H層

2:Nl.5/～ N2/黒色粘土(第 IXl層 )

3:N2/黒 色粘上(1層 のブロック混合X溝 1)

4,7.5Y2/1黒色粘土(1層 のブロック混合)(溝 1)

5:2.5Y3/1オ リープ黒色シルト～極細砂(植物多数含むX溝 1)

6:10GY6/1緑灰色中粒砂～細砂(溝 1)

7:25Y2/1黒 色粘土(溝 1)

8:10Y6/1灰 色粘土(溝 1)

9:5PB3/1暗青灰色粘土(溝 1)

10:不 明(溝 1)

264Hl

|

A地区中央畦

14

10

‐

―

・

2

3

11:7.5Y6/3オ リーブ黄色細砂質シルトと2層 の混合土(盛±2)

12:5Y2/1黒 色粘土(盛 ±1)

13:10Y4/1灰 色細砂混粘質シルト(盛上1)

14:10Y5/2灰 色粘質シルト～極細粒砂と薄い植物遺体の互層。(第V層 )

15:N15/黒色細砂混細砂質シルト(植物遺体層XttVI層 )

T.P.± Om

W

T.P,-lm

W T.P.+lm

T.P.± Om

・
」 T,P.-lm

40m

16:7 5GY4/1暗 緑灰色ンルトブロック混粘土～砂泥(第VH・ VIII層 )

17:7.5Y6/2灰オリーブ色砂礫～粗砂(第Ⅸ層)

18:5B4/1暗 青灰色細砂～シルト(第IX層 )

19:N2/黒 色粘土と1層の混合土(溝 2)

W「=-33,千 64m A地区南壁
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1:第 H肩
2:Nl.5/～ N2/黒色*占土(第III層 )

3:25Ⅵ懸/1黒褐色粘質シル ト(植物多量)(第Ⅳ属)

4:10Y5/2灰 色粘質シルト～極細粒砂と薄い1汽物遺体の互層。(第V層 )

5:Nl_5/黒 色細砂混細砂質シル ト～粘土(植物遺体層)l第
アヽI層 )

6:SGY4/1暗 緑灰色中粒砂混粘上(第VrT層 )

7:25Y3/2黒 褐色粘質シルト(植物多D(第Ⅳ層)

8:25V3/1黒|ど,色粘質シル ト(植物多景)(第 rv層 )

9:10GY4/1暗 緑灰色粘土(10G6/1緑灰色粘土の細プロック含)(溝 5)

10:N15/1黒 色粘土(炭含)(溝 5)

3

0

11:5Y2/2オ リーブ黒色粘質シルト(溝 5)

1212.5Y2/1黒色粘質シルト～粘 I:と第11層 のブロックの混合 L(満 3)

13:2 5CIY2/1黒 色粘質シルト～粘土と第H層のプロックの混合土(溝か
1415B2/1青 黒色粘土(上部は1層 と2層 の混合土)(盛 土)

3

1
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X=― ,904m

T.P.± Om

T.P,-lm

6

2

T.P.± Om―~6~6~‐

4

1:第 H層
2i Nl.5/～N2/黒色粘土(第IH層 )

312.5YR3/1黒褐色粘質シル ト(植物多量)(第Ⅳ 層)

4110Y5/2灰色粘質シル ト～極細粒砂と薄い植物遺体の互層。(第V層 )

5,Nl.5/黒色細砂混細砂質シル ト～粘土(植物遺体層)(第VI層 )

6:5GY4/1暗 緑灰色中粒砂混粘土lttVII層 )

3

N

6

8 7

9

11 10

0

2.5Y3/2黒褐色粘質シル ト(植物多量)(第Ⅳ層)

2.5Y3/1黒褐色粘質シル ト(植物多量)(第Ⅳ 層)

10GY4/1暗緑灰色粘土(10G6/1緑 灰色粘土の細ブロック含X溝 5)

:Nl.5/1黒色粘土(炭含)(濤 5)

:5Y2/2オ リープ黒色粘質シル ト(溝5)

2

X=-1 893m46

|

T.P.-lm

T.P.± Om

T,P.-lm

40m

4 北

壁3
2

1

●

●

　

●

●

　

●

●

０

１

７

８

９

１

１

」
ヽ



ゝ
嗚

3

18

2

E

図
〕
Ｓ
　
田
さ
図
計
隠
肝
爾
図
翁
ロ
ミ
釧
９

撹乱、 T,P.± Om

T.P.-lm

T,P・ 土Om

TP.-lm

T.P.士 Om

~~・ ~-5中…………Ⅲ――・……・―…・一―

東

壁

4

2

15
19

5 な・増こ宝G三二監ェエ=
4

Y 269m

鼈

20
2

0 40m

W
…6‐・―――

西

4

2 壁

1

1:第H層
2:Nl.5/～ N2/黒 色粘土(第IH層 )

3:2.醗R3/1黒褐色粘質シル ト(植物多量XttIV層 )

4:10Y5/2灰色粘質シル ト～紅細粒砂と薄い植物遺体の互層。(第V層 )

5:Nl.5/黒色細砂混細砂質シル ト～粘土(植物遺体層XttVI層 )

6:5GY4/1暗 緑灰色中粒砂混粘土(第VH層 )

以下次項

T,P,-lm
3

14



前項より

7:N3/暗灰色細砂～砂質シル ト(植物多量)(溝 2)

8:5Y3/1オ リーブ黒色中粒砂～砂質シル ト(植物多

量)(溝 2)

9:5Y2/2オ リーブ黒色中粒砂～砂質シルト(溝 2)

lo:10Gl,7/1緑黒色粘質シル ト～粘土(溝 2)

11:10Gl.7/1緑黒色粘質シル ト～粘土と第 H層 の

ブロックの混合土(溝 2)

12:N3/暗灰色細砂～砂質シル ト(植物多量)(溝 3)

13:10Gl.7/1緑黒色粘質シル ト～粘土と第Ⅱ層の

ブロックの混合土(濤 3)

14:10Gl.7/1緑黒色粘質シル ト～粘土(溝 3)

15:N3/暗灰色細砂～砂質シル ト(植物多量)(溝 4)

16:10Gl,7/1緑黒色粘質シル ト～粘土と第 H層 の

ブロックの混合土(溝 4)

17:10Gl,7/1緑黒色粘質シル ト～粘土(溝 4)

18:N3/暗灰色細砂～砂質シル トと第Ⅱ層のブロッ

クの混合土(溝 4)

19:不明(溝 4)

20:1層 と2層の混合土(柱穴掘方)

2112.5Y3/3暗 オリーブ褐色シル ト(柱穴柱痕跡)

22:1層 と2層の混合土(盛± 3)

23:7.5Y4/1灰色シルト(盛± 3)

24:1層 と2層 の混合土(盛± 2)

25:1層 と2層の混合土(盛± 2)

26:1層 と2層の混合土(盛± 2)

図 2.16 B地 区南壁土層名

第VH層 (図 2.116)

粘土・シル ト・砂によって構成される。流水に

よる堆積層と考えられる。土師器(図 2.812～ 14)

や須恵器(図 2.815)の 破片が出上した。機械掘

削後に人力によって第VI層上面を精査した際に須

恵器(図2.816～ 18)等が出上しており、これらの

遺物も本層に包含されていたと考えられる。遺物か

ら本層は5～ 8世紀頃に堆積したと思われる。

第VⅢ層(図 2.117)

10Y4/1灰色細砂混粘土～シル ト層。耕作土と考

えられる。遺物は出土しなかった。

第IX層 (図 2.118～ 28)

主に砂・シル トによって構成される。河川等の流

水による堆積層と考えられる。下部では須恵器の微

細片が、最上部では瓦器碗や土師器皿の微細片が出

土した。これまでの調査成果から本層は9～ 13世紀

頃に堆積したと思われる。

図 2.17(上)A地区清検出状況(南から)

図 2.18(中 )A地区溝 1検出状況(西南から)

溝 1の 中央には凸凹が見られた。形

状は足跡に酷似するが、断定できない。

図 2.19(下)A地区溝 1の足跡 ?細部(西から)

′_'
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溝 3

Y-33,2501n

溝2

▲
午

Ｎ
Ｉ

X=-146,890m

土器
図252-1 ・8

土層図259

図253-1

X=-146,910m

土器

溝4

13

図22客2

土器

図

溝 1

図227-7

土器
図227-10

X=-146,930m

X=-146,950m

土器

聰
　
　
　
端
図227-9

土器 溝2土器出土位置

A図2.45-1
B図2,45-10
C図2.45-5
D[コ 2.45-9
E図2.46-5
F 図2.45-3
G図 2.45-7
H図 2.45-6
1 図2.45-4

土器

図2.52-2

F孝

図 2.20 第‖層上面遺構平面図(S=1/400)
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図 2.21

図 2.22

図 2.23

図 2.24

図 2.25

図 2.26

図 2.27

(左上)A地区全景(南から)

(左中)A地区北半(西南から)

(左下)A地区中央畦土層(北から)

(右最上)溝 1土器(図 2.281)出土状況

(南東から)

(右中止)同 (図 2.2辟 2)出土状況(北から)

(右中下)同 (図 2.283)出土状況(東から)

(右最下)同 (図 2.289)出土状況(南から)
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30cm

図 2.29 盛± 1出土遺物(S=1/4)

第X層 (図 2.卜 29・ 30)

砂礫～中粒砂とシル ト～粘土の混合土層。人間

による盛土と考えられる。耕作土と考えられる上

層の第XI層 との層境が不明瞭な部分があり、調査

区を耕地化するために盛られたと思われる。土師

器の微細片が出土した。

第XI層 (図 2.131・ 32)

中粒砂混シル ト～粘土層。耕作土と考えられ

る。遺物は出土しなかった。

第XⅡ層(図2.133～ 43)

主に砂混シル トによって構成される。第X・ XI

層のように盛土・耕作が繰 り返された結果と考え

られる。

第XⅢ層(図2.144)

現代の耕作土及び旧表土層。近世～現代には水

田として利用されていたと思われるが1970年 頃

より放置された状態であつた。

第XIV層 (図2.145)

病院増築に伴なって1995(平成7)年頃に盛られ

た盛土層。

図 2.30(上)A地区中央部盛± 1土層断面(西から)

図 2.31(下)A地区中央部盛± 1土器出土状況

(西から)

左の上器は図 2.296

5

ど7
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図 2.32(左最上)A地区北半(東南から)

図 2.33(左中止)A地区全景(北から)

図 2.34(左 中下)B地区全景(北から)

図 2.35(左中下)B地区全景(西南から)

図 236(右上)A地区南壁土層(北から)

図 2.37(右中)B地区南壁溝 2土層(北から)

図 2.38(右下)溝 2土器(図 2.461)出土状況

(南から)
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図 2,39(左上)溝 2土器(図 2.463)出土状況

(北ズ,ゝ ら)

図2.40(左中)同 (同 6)出土状況(北東から)

図 2.41(左下)同 (同 -7)出 土状況(北から)

図242(右最上)同 (同 11)出 上状況(東から)

図 2.43(右中上)同 出上状況(西から)

右は図2469、 左は図 2475。

図244(右 中下)同 (図 2.469)出 土状況

(南から)

図 2.45(右最下)同 (図 2.47-5)出 土状況

(西から)
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第‖層上面の遺構(図220)

第III層 上面は北から南へ、東から西へ緩やかに低く、溝6条 と柱穴1基を検出した。

溝1(図 2.13・ 21～ 31)

溝1はA地区の南から南北方向にのび、A地区中央部で東へ屈曲し調査区外と

なる。溝2を切る。幅5m以上、深さ約 1.4mを 測 り、長さ約30mを検出した。

弥生土器、偏平片刃石斧、砥石、土製紡錘車、土器製円盤、軽石、獣骨等が出

土している(図 2.28)。

溝1の東側には溝1を掘削した残土を盛り上げたと考えられる盛上が存在する

(盛± 1)。 盛±1は大半が調査区外となるが、断面が台形を呈する高さ約70cm、

底辺1.5m以上を測るものと思われる。盛±1の下郡は溝2に伴う盛±2で ある

(図 2.13)。 盛±1か らは弥生土器等が出土した(図 2.29)。 溝 1の西側については

17

1

蓬
華 4

2

3

キヽ＼

ヽゞ

6 7

0

|〕 8

11

13

10 20cnl 10cm

15

14

9

12

5

|

0
|

図 2.47 溝 2出土遺物 2(13・ 14は 群 1/2、 17は S=1/1、 他はSE1/4)
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,A―

一祥 :工寺 |「!鞠 先に述べたように第Ⅲ層中まで機械によって掘削

しており、盛土の有無は不明である。ただし、第

HI層上面からの溝1の深さは約70cmを測 り、盛

± 1の 高さと等しいことから溝1西側に盛上が存

在しなかった可能性が高い。

溝2(図2.14・ 16・ 32-47)

溝2はA地区の南から南北方向にのび、A地区

中央部からやや東へ振れつつB地区へ至 り調査区

外となる。溝 1に切られ、溝5を 切る。幅約3.Om、

深さ約1.3mを 測 り、長さ約56mを検出した。B地

区北端付近では深さ約40～ 50cmに浅くなる。弥

生土器、弓、板状木製品、骨製刺突具、土器製円

盤、石鏃、獣骨等が出土している(図 2.46～ 47)。

溝3(図 2.16・ 48-53)

溝3は溝2の西側、B地区西部で検出された。B
地区の南から南北方向にのび、溝2と平行にやや

東へ振れる。北端を検出しており、溝5を切る。幅

約2.5m、 深さ約1,Omを 測 り、長さ約27mを検出

した。南部には約1.5mの長さでベースを掘 り残

し、途切れている部分がある。弥生土器(図 2.53)、

石包丁(図 2.51)、 軽石、獣骨等が出土 している。

B地区南部では小規模な溝を検出した(溝 6)。 東

西方向で幅約35cm、 深さ約16cmを測 り、長さ

約 5。5mを検出した。遺物は出土しなかった。溝2

と溝3を接続するものと思われる。が、盛±2上面

及び盛±2中で検出しておらず、第IH層 上面で検

出しているため断定できない。

図 2.48

区]2.49

区]2.50

図 2.51

(最上)B地区南壁溝 3土層(北から)

(中 止)溝 3土器出土状況(西南から)

左は図 2.531・ 3、 右は図 2.532

(中 下)溝 3土層(北から)

(最下)溝 3石包丁出土状況(東から)

長さ 14.7cmを測る。

″



溝4(図 2.16・ 54～ 56)一

溝4は溝2の 東側、B      E.

地区東部で検出された。

B地区の南か ら南北方 _
向にのび、溝2と 平行に

やや東へ振れる。北端

を検出しており、溝5を

切る。幅約3.3m、 深さ

3

T,P.± Om

T.P.-lm

20rn

W

2

1

0

約 1.Omを 測 り、長 さ 約          二
:N15/～ N2/黒色粘土(第 IH層 )

312 5YR3/1黒 褐色粘質シル ト(植物多量X第Ⅳ層)

24mを 検 出 し た 。 北 端          全
:N2/黒色細砂混粘土と1層の混合土(植物多量)は3)

5:Nl.5/黒 色細砂混粘土(溝 3)

付 近 は 後 に 述 べ る 断 層          9:25Y2/1黒 色細砂混粘質シルトと1層の混合土(溝0
7:N2/黒色細砂混粘土と1層の混合土(溝 3)

によって撹乱され、東

へ曲がつて調査区外へ

のびるかのように溝底の幅が広 くなっている。弥    図 2.52 溝 3北上層断面(SE1/50)

生土器、土器製円盤、石鏃、板状木製品、軽石、

獣骨等が出上している(図 2.54)。

1:第H層

盛±2(図 2.14・ 16,20・ 57-59)

B地区の溝2・ 3・ 4の両側にはこれらの溝を掘

削した残土を盛ったと考えられる盛上が存在す

る。盛土は清2・ 3の 間と溝2・ 4間 の北部に厚く、

調査区全体に均質に分布しない。どの盛土がどの

溝の残土によって盛られたものか不明であるため

総称して盛±2と 呼ぶ。溝2・ 3の間の盛±2は断

面が蒲鉾状を呈し、最高約40cm、 底辺幅約3.Om

を測る。底辺は溝2・ 3の間隔に等しい。

南部の溝2,3間の盛±2内 には東西約40cm、 南

北約60cm、 深さ約30cmを測る柱穴が一つ検出

された(図 2.57)。 柱痕跡は径約12cmを測る。柱

穴は一つだけであり、建物や柵が建つていたとは

考えられない。どのような用途かは不明である。

B地区中央付近には細片となった弥生土器が他

の盛±2に比して多く含まれ6個体の壷に復元で

きた(図 2.58～ 591～ 6)。 他に盛±2か らは弥生土

器(図 2.597)、 石鏃(図 2.598～ 9)、 刺突具状木製

品(図 2.59-10)等が出土している。

盛±3(図 2.16)

B地区東南端には溝4の大半が埋没した後に盛

られた盛上が存在する(盛± 3)。 ほとんどが調査
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図 2.53 溝 3出土土器(SE1/4)
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区外となるため詳細は不明である。溝4の東側に溝が存在し、その残

土を盛り上げたものであろうか。弥生土器の細片が出土している。

溝5(図 2.20・ 50～ 62)

溝5はB地区北部で検出された。B地区の東から北西方向にのび、調

査区外となる。幅約7.5m、 深さ約0,6mを測 り、長さ約25mを検出し

た。溝2・ 3・ 4に切られる。埋土は3層 に分けられ、上部の2層からは

少量の弥生土器、石鏃、砥石、軽石等(図 2.61)が 出土し、下部の1層か

らは1点の木以外に遺物は出土しなかった。木は棒状を呈するものの

磨滅し、加工痕は認められなかった。 この木を年代測定 したところ

4340BPの値が得られた(第4章 )。 このことから溝5はかなり長期にわた

り存在したと思われる。また、溝6以外の本調査で検出した溝のすべて

に盛土が認められるのに対して溝5には認められないことから、溝5は

1

旺
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ビ
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16

図 2.54 溝 4出土遺物(16は

SE1/1、 イ也はS=1/4)
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自然流路である可能性が高い。

第IV層 下面等の遺構(図 265)

自然流路

B地区の第III層 上面で検出した溝2,3・ 4は第

IV層が堆積する時点で流路状を呈していた。溝3

にはB地区の西南から東北方向にのびる流路が合

流する。この流路はB地区西南部の第IV層下面で

検出した。幅約2.Om、 深さ約30cmを測る。弥生

土器の細片が出上している。

樹根(図 2.63)

B地区の盛±2上面 。第IV層上面 。同下面 。第V

層下面等で11個の樹根を検出した。そのうち8イ回

はヤナギ属で3個はヤマグワに同定されている(第

5章 )。 それぞれ検出面は異なるが、検出時の部位

が根であつたり、幹であつたりすることから、多

くは盛±2上面で発芽し、第IV層 の堆積中に成長

した後、第V層 の堆積中に枯れたと考えられる。

断層(図 2.64)

B地区北東部で検出された。最大約30cmのず

れを測り、長さ約13mを検出した。第VII層の堆

積後に発生しおり、詳細な時期等は明らかではな

い。

まとめ(図 2.66)

今回の発掘調査と4～6次・7次で得られた若千

の知見を時代順に述べる。

瑶醐1醗 鯉i器

●こ !    ′f

ゞ |`:..■| ||

′
一
ォ

図 2.55

区]2.56

図 2.57

図 2.58

(最上)B地区南壁溝 4土層(北から)

(中止)溝 4土器(図 2.541)出 土状況

(東から)

(中下)柱穴土層(北から)

(最下)盛± 2土器出土状況(南から)
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1弥生時代前期(I様式)

4～ 6次・7次では遺構面が東から西へ低くなり、その比高差は約1,4mを測る。溝や杭列等の「前期の

遺構は、当時の地形面が比較的低い」ところに構築されており(注 3)、 低地を中心に人間の活動が展開し

ていたことが伺われる。

30cm

ν

一彩
7

2

3

盛± 2出土遺物

(8・ 9は SE1/1、

10は SE1/2、

イ也は S=1/4)

/

4 ′ 5 6

図 2.59
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7
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図 2.62(上)溝 5土層(西から)

図 2.63(中 )樹根 5(東から)

図 2.64(下)B地区北東端断層(南から)

今回の調査地はその低地部にあたる。第IⅡ層中

に若千の土器が含まれることや盛±2中 に6個体

の重が含まれていたこと等から人間の活動が今回

の調査地まで及んでいることが明らかとなった。

2弥生時代中期前半(II様式)

清2・ 3・ 4はいずれも弥生時代中期前半に人間

によって掘削された溝である。溝2が浅くなるこ

とや溝3が途切れていること等から、これらの溝

は単なる水路とは考えにくい。また、溝がほぼ平

行に掘られていること等から、計画的に同時に掘

削された可能性が高い。

今回の調査では土器等の出土量が少なく、建物

や井戸等の居住に関係する遺構は発見されなかっ

た。このため今回の調査地は集落の西縁にあたる

と考えられる。溝2・ 3・ 4は集落の縁辺を区切る

ものと思われ、4～ 6次の落ち込み2や 7次の溝 7、

第 14次調査で検出された溝群(注 4)な どの存在か

ら、調査地周辺には溝2・ 3・ 4と 同様な溝がさら

に存在すると思われる。これらの溝が集落全体を

めぐる環濠であるかは今後の調査の進展を待ちた

い。

3弥生時代中期後半(III～ IV様式)

滞2・ 3は比較的短期間(II様式段階)に埋没した

と考えられる。溝4は溝2,3に比して長く機能し

ていたようである(III様 式段階に埋没した)。 樹根

が検出されたことから溝2・ 3・ 4は浚渫等の管理

が行なわれることなく放置されていたようであ

る。

清1は溝2・ 3・ 4が埋没した後に掘削された。溝

2・ 3・ 4と比して規模が大きく、清に伴う盛土は

断面が台形を呈し、異なる要素が感じられる。ま

た、溝1は溝2・ 3・ 4を踏襲するものではなく、今

回の調査区南部で東に曲がっている。溝1が溝2・

3,4と 同様に集落の縁辺を区切るものとすれば、

集落が南に縮小もしくは移動している可能性があ

る。地形が北東から南西へ低くなることから、縮

小というよりも南の微高地への移動と捉えられよ

う。

F

28



なお、4～6次・7次では「鬼虎川側遺跡の集落は、今調査地内では畿内第IV様式の時代を最後に消滅

する。」と報告され(注 5)、 清 1も 同時期(第Ⅳ様式)に 埋没している。

Y=-38, ト ー33,| 55m

X=-146,890m

X-146,900m

X=-146,91

270m
▲
午
Ｎ
日

0

図 2.65 第十V層下面等平面図(SE1/250)

20m
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1 これまでの調査については概要を記した一覧表が下記に掲載されているので参照されたい。

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川遺跡第 352・ 3次発掘調査報告一大阪府道高速大阪東大阪線建設に係る

西石切工区下部工事に伴う鬼虎川遺跡第 352・ 3次発掘調査報告書 』 1998 P,4～ 5

2 東大阪市遺跡保護調査会『鬼虎川の銅鐸鋳型―第 7次発掘調査報告 1』 1981

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川の金属器関係遺物―第 7次発掘調査報告 2』 1982

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川遺跡第 7次発掘調査報告 3遺構編 』1984

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川の木質遺物―第 7次発掘調査報告書 第 4冊』 1987

土器・石器に関する報告は未刊行である。

東大阪市遺跡保護調査会『鬼虎川遺跡調査概要 I』 1980

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川遺跡調査概要 I遺物編木製品』 1988

3 東大阪市遺跡保護調査会『鬼虎川遺跡調査概要 I』 1980 P.42

4 鬼虎川遺跡第14次発掘調査は東大阪市弥生給食センター廃水処理施設建設に伴い東大阪市教育委員会によっ

て実施された。調査は 1981年 に実施されているが、報告書は未刊である。

5 財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川遺跡第 7次発掘調査報告 3遺構編 』 1984 P.76
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基部欠損

基部欠損

状態

長4.3cm,1.8g

長4.5cm,2.lg

む掘式古

備考内面調整外面調整

小片

幅5.5cm

な で

小 片

な で

1図化部ほぼ完

板なで

1様式

図化部ほぼ完1様式,外面煤

なで ?

11様式

1様式

色調,胎土種 類

2.28-13

28-9

2.6-5

2.7-1

2.6-6

2,7-2

2,7-3

生駒西歯

弥生壷 生駒西麓

弥生重 生駒西麓

弥生壺 1生駒西麓

1生駒西麓弥生甕

★

石包丁

石包丁

石包丁

2.7-4 石鏃

2.7-5 石鏃

27-6

2.7-7

石鏃

2.8-1

2.8-2

弥生壼 7.5YR8/3浅黄橙色,★ き 図化部1/3

弥生蓋 1(lYR7/3にぶい黄橙色,雲母 外面煤 図化部5/3

2.8-3

28-4

弥生重 2.5Y7/1灰 白色,★ 3様式,波状文 1小片

1図化部1/4
弥生底部台 ?12.田R6/8橙色,★ 不 明 1黒斑

2.8-5 1土器製円盤  10YR7/21こぶい黄橙色,★ 板なで

2.8-6 1木製棒状 両端欠損

2.
端部欠損

2.8-8 弥生衰 生駒西麓

生駒西麓

みがき 板なで 3～4様式,外 内面煤 図化ほぼ完形

弥生壷 みがき 板なで 外内面煤 図化部3/5

2.8-10 弥生底部 2.5Y8/1灰 白色,★ 不 明 不 明

2.8-11 弥生甕

土師器釜

土師器釜鍔

10YR8/3浅 黄橙色,★ たたき 板なで 外面煤 図化部2/5

2.8-12 小片

2.8-13 小片

2.8-14 土師器硫

須恵器杯B2.8-15

28-16 弥生笠 生駒西麓 みがき 'なで 板なで 4様式,刺突文 図化部2/5

28-17

2.8-18

2.28-1

2.28-2

2.28-3

2.28-4

須恵器高不 図化部ほぼ完

土器製円盤 生駒西麓 |な で なで '直線文 幅4.2cm,厚 0.7cm, 完形

弥生高不 5YIモ4/ 8赤褐色,雲母角閃石      iな で ,みがき なで 'みがき  4様式 ほぼ完脚部欠有

10R6/4にヂドヤヽ ★ 1不明 1様式? 図化部完形

弥生蓋 生駒西麓 なで 'みがき なで 2～ 3古 完形

1弥生壷 2.5Y4/1黄 灰色,★ なで 板なで ? 3様式,波状文 小片

228-5  1弥 生鉢 ?

228-6  1弥 生壷

2.5Y6/3に ぶい黄色,精良 な で 不 明 3様式,簾状文 小片

生駒西麓 なで ? なで 小片

図化部2/52.28-7  1弥生壷 生駒西麓 みがき 1板なで

1板なで ?

1板なで

1様式,外内面煤

228-8 弥生衰 2.5Y6/2灰 黄色,雲母 板なで ? 図化部1/5

2.28-9  1弥生鉢 ? 生駒西歯

生駒西麓

板なで

板なで

なで?

2様式,2.27■0と 同個体?

2様式,2.279と 同個体 ?

図化部1/7

228-10 1弥 生鉢 板なで 図化部1/6

228-111土製紡錘車 生駒西麓 なで ? 幅4.6cm,厚 1

2.28-121土器製円盤 1生駒西麓 不明

偏平片刃石斧

2.28-14 砥石 1長7 8cm

2.28-15 砥 石

2.29-1 弥生壷

弥生衰

生駒西歯 なで 図化部

2.29-2 10YR4/4ネ島色,雲母角閃石 みがき なで 12様式,外内面煤 図化部ほぼ完

2.29-3 弥生底部 関石 1不日月 不 明 図化部1/4

2.29-4 弥生底部

弥生底部

生駒西麓 なで ? な で 図化部1/2

2.29-5 生駒西麓 不 明 板なで 内面煤 図化部1/2

2.29-6 弥生底部 生駒西麓 みがき? なで 図化部1/2

2.46-1 7.風RB/3浅黄橙色,雲母角閃石赤色粒子 な で は け 図化部1/3

2.46-2 1(lYR7/1灰 白色,赤色粒子,★ 板なで はけ

はけ 。なで

板なで

2～ 3古 ,波状文直線文,黒斑有 図化部1/5

2.46-3

2.46-4

2.46-5

2.46-6

2,46-7

生駒西麓 図化部1/2

生駒西麓 2様式,直線文扇状文,外内面煤 図化部1/4

壺 10YR7/4に ぶい黄橙色,★ な で 図化部1/2

重 10YR5/1褐 灰色,赤色粒子 みがき 。はけ 直線文 図化部ほぼ完

壷 生駒西麓 図化部3/5

長8.6cm

1様式,外面煤な で

板なで なで ,はけ 直線文内面煤

図番号

2.6-1

2.6-2

2.6-3

2.6-4

表 21 出土遠物一覧表 1
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2.47-5

2.47-4

2.47-3

2.47-2

図化部1/4

図化部1/3

完形

小片

完日縁1/2欠

2.46-8 1弥生壷

2.469 1弥生蓑

生駒西麓 なで? なで ?

生駒西麓 は け は け 外内面煤
2.46-101弥生甕 生駒西麓 なで ? 板なで 2様式,外面煤
2.46- 弥生甕 生駒西麓

生駒西麓

板なで 。なで

板なで

板なで 欠 き ほば完形
2.47-1 弥生鉢 板なで 1～2様式,外内面煤 小片

弥生鉢   1生駒西蔵 板なで? 板なで 流水文

内面煤

1図化部2/5

1図化部完形
弥生底部  1生駒西麓 板なで

弥生鉢 生駒西麓 みがき みがき・板なで 12様式,流水文 1図 化部1/4
弥生台付鉢 1生駒西麓 みがき みがき?    2様 式,直線文,外内面煤 ほぼ完形1/6欠

2.47-6 弥生底部  1生駒西麓 不 明 不 明 外内面煤 図化部1/2

図化部1/2
2.47-7 弥生底部  1生駒西麓 板なで ,みがき    板なで 1外内面煤
2.47-8 弥生底部 10YR8/2灰白色,雲母 は け 小片
2.47-9 土器製円盤 2.5YR5/41こデゞしゝ赤褐色,雲母角閃石 不明

247-10 1土器製円盤 10YR5/2灰黄褐色,雲母 な で

2.47-111土器製円盤 生駒西麓 なで

みがき?

完形
2.47- 土器製円盤 1生駒西麓 板なで 「

幅4.9cm,厚 0.8cm,28.3g
2.47-13 骨製刺突具?|

端部欠損
2.47-14 骨製刺突具 ?

端部欠損
2.47-15

2.47-16

木製板状
両端欠損

木製弓
端部欠損

2.47-17
長3.3cm,1.2g

251 石包丁
長14.7cm,幅 4.7cm

2.53-ユ 1弥生甕

1弥生甕

1弥生鉢

生駒西麓

生駒西麓

なで なで

はけ・板なで

1～2様式,外面煤,2.522と 同個体 ?1図化部ほぼ完
2.53-2 はけ 。みがき 外面煤2521と 同個体? 図化部ほぼ完
2.53-3 2.5Y7/3浅黄色,★ 板なで 図化部1/5
2.54-1 1弥生壷 生駒西麓 みがき ,はけ は け 2様式,内 面煤 図化部1/2
254-2 弥生衰 2.5YR3/3暗 赤褐色,雲母角閃石 は け 2様式 小片
2.54-3 弥生衰 10YR2/1黒色,雲母角閃石 はけ 。なで 外面煤

内面煤

図化部1/4
2.5牛4 1弥生甑 生駒西鹿 板なで なで ?

2.54-5 1弥 生底部  | 2.5Y8/2灰白色,赤色粒子,★    なで ? な で

皇:曼 4三〇J変却唇巡_
2.54-7 1弥 生水差

生駒西麓 なで なで ? 図化部1/2

図化部1/3
2.5Y5/1黄灰色,雲母角閃石 な で なで

2.54-8 i弥生鉢 7.5YR7/4に ぶい橙色,角 閃石   はけ
細片

2.54-9  1弥 生鉢 2.5Y7/1灰白色,非常に精良 板なで
細片

254-10 弥生鉢 生駒西麓 みがき? 2様式,外内面煤 図化部2/5

図化部ほぼ完

図化部完形

254-11 弥生底部 生駒西麓 はけ

みがき

内面煤
2.54-12 弥生底部 生駒西麓 な 内面煤

円盤 ′十駒西麓 不 明 な で 幅4.Ocm,厚 0.8cm,193g 完形
円盤 生駒西麓 不 明 不 明 幅3.8cm,厚 0。髄m,14.Og 完形

1木製板状
端部のみ

2.54- 1石鏃

1弥生重
長3.lcm,15g

l様式,沈線

1様式

259- 灰白色,★ 不日)] 不明

板なで

板なで

板なで

図化部1/6
2.59-2  1弥生重 みがき ,板なで ___:町

“

翌4/F__2.59-3 弥生壷 生駒西麓 板なで 1様式 図化部1/4
2.59-4  1弥生壷 生駒西麓 1様式,沈線
259-5 1弥生壷 生駒西麓 みがき ,板なで 板なで 1様式,沈線
2.59-6

2.59-7

2.59-8

弥生壷 生駒西麓 みがき・板なで 板なで 1様式

図化部2/3

図化部3/5
生駒西麓 不 明 不明 1様式,本葉文 小片

259-9
長4.lcm,2.2g

長4 3cm以上,2.6g

一部欠損

2.59-10
先端欠損

261-1 弥生小壷
端部欠損

閃石,★ みがき

板なで

不明

なで

板なで

黒斑有 図化部1/2
2.6卜2 1弥生底部 生駒西麓

内面煤 図化部1/2
2.6Ⅲ3 1土器製円盤 2.5YR3/3暗 赤褐色,角 閃石 不 明 幅5.8cm,厚 1.2cm,48.9g,日縁転用
261-4  i弥 生重 生駒西麓 はけ・なで 板なで ,なで 外面煤

完形

図化部1/2
2.61-5  1砥石

2.61-6 石鏃
基部欠損

表 2.2出土遺物一覧表 2

生駒西麓とは色調がいわゆるチョコレー ト色を呈し、胎土に角閃石を含むもの。

☆は鉱物粒子が粗いものを示す。
ν



第3章 鬼虎川遺跡第47次調査出土動物遺体

鬼虎川遺跡第47次調査では、弥生時代前期～中期の溝を中心に多数の動物遺体が出土した。これらの

動物遺イ本について、水洗洗浄の後、アセ トンで稀釈したパラロイ ドB72を資料に含浸させて保有処理を

おこなったうえで、現生骨格標本や他遺跡出土資料、SC11lnid(1972)を 参考に同定を試みた。その結果、

54点 について種名および部位が同定でき、 2点の骨角器が見いだせた (表 3.1)。 同定し得た動物遺イ本の

種名はイノシシ科イノシシ(Sus SCrOね )と シカ科ニホンジカに釘yuS nFppon)の 2種である。

本調査で出土した動物遺体のうち、イノシシは全体的に骨が小さく、歯の摩耗や四肢骨関節部 (近位

端骨・遠位端骨)の化骨化が見 られないことから幼獣ないしは若獣で占められる。これに対してニホン

ジカは骨の大きさから判断して成獣のものである。これらの動物遺イ本は頭蓋骨や第 1頸椎、第 2頸椎、

肩月甲骨、寛骨、四肢骨の出土数に対するそれ以外の部位の出土割合が非常に低いと言える。骨角器はい

ずれも刺突具で、ニホンジカの中手骨もしくは中足骨から製作されたものである。また、種に関係なく

四肢骨や榜骨などの長管骨には石器による切創や殴打による破壊の痕跡が顕著である。切創は四肢骨骨

幹の遠位部に多くみられるが、上腕から前腕、あるいは大腿から下腿を容易に切り離すために肉付きの

状態で腱を切断したためと考えられる。下顎骨の下顎枝に切創がみられる例 (3801)も あり、これも上

顎と下顎を切り離すために咬腱を切断したものと考えられる。いつぽう殴打による破壊は四肢骨の骨幹

に集中しており、これは四肢から肉を切り離した後、その場で骨幹を殴打して骨髄を抽出していたため

と考えられる。

以上より、肉付きの少ない部位の骨のうち骨角器の製作に適さない骨や、骨髄を抽出するために肉を

切り離した後、骨幹が殴打されて破砕された長管骨が多く出土している傾向がみられ、弥生時代の鬼虎

川の集落縁辺と考えられる溝付近は、獲得した動物資源の一次解体場として利用されていたことが推測

される。また、肉付きの豊富な部位や骨角器として利用できる部位は別の場所へ運ばれ、二次解イ本や骨

角器の製作がおこなわれたと考え られる。

縄文時代から弥生時代にかけての河内湖周辺の貝塚は、その規模が縮小するとともに、分散化する傾

向が知られており(Matsuda ct aを,,1997)、 本調査で出土した動物遺体の出土状況はこれと調和的であ

る。また、長管骨の骨幹が殴打されていることや四肢骨に切創がみられることは、東大阪市宮ノ下遺跡

の縄文時代晩期～弥生時代中期の貝塚から出土した動物遺イ本0可所1996)と共通している。しかしなが

ら、宮ノ下遺跡の例では肉付きの少ない部位の骨とともに肉付きの豊富な脊椎や肋骨が多く出土してい

る。両遺跡間にみられる差異はおそ らくは解体の工程の違いを示していると思われるが、この違いを明

らかにするためには他の出土資料 と比較する必要がある。

文 献

別所秀高 1996動 物遺体.宮ノ下遺跡第 1次発掘調査報告書一第 2分冊,東大阪市教育委員会・財団法人東大

阪市文化財協会,159338.

SCHMID,E.1972 Atlas of Anirnal Bones fOr Prdaistonan,Archacologist and Quaternary Geologね
t.

Arnsterdam, London,Nettr York, Elsevier.

MATSUDA,J.,FU」 ISHIRO,Y.,BESSHO,H.and MIWA,W.1996 A Change of Shell― miよ絶n formatbn

around the ancient Ka、 vach tidal ■at lake, Osaka prefecture, 」apan, at he end of Final Jomon

period. International conference on ancient lakes i their biological and cultural diVersities

(NTCAL′ 97 program&abstracts).Organizing coinmittee of INTCAL′ 97,Shiga,p195,
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表 3.1鬼虎川遺跡出土動物遺体一覧

遺跡′次致 R番号 ID 地区 層準 /遺構 種名    部位 L R  備 考

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTM7
KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

KTR47

ニホンジカ

イノンシ
エホンジカ

イノンシ

イノンシ

イノシン

不明

イノンシ

イノシシ

不明

不明

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イノンシ

イノンシ
エホンジカ

イノンシ

イノシン

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イノシシ

イノンシ

イノシシ

不明
エホンジカ

イノシシ
エホンジカ

イノシシ

イノシシ

不明

イノンシ
エホンジカ

不明

イノシシ

不明

イノシン

イノシシ

不明

イノンシ

イノシン

不明

不明

不明

イノンシ

イノンシ

イノシン

イノンシ

イノシン

イノンシ

不明

不明

イノシン

イノンシ
エホンジカ

イノンシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ
エホンジカ
ニホンジカ

イノンシ

イノシシ

エホンジカ

イノシシ
エホンジカ

臼歯

臼歯

肩月甲骨

胆骨

臼歯

大 lち
R骨

上腕骨

上腕骨

寛骨

骨盤

第一頸椎

腰椎

上腕骨

下顎骨

獣

獣

獣

若

若

若

●

０

●

０

●

●

●

●

　

　

　

０
　
　
●

　

　

　

０

●

　

０

●

０

●

０

　

　

●

　

　

０

　

●

ｏ

　

　

●

●

●

●

●

　

●

　

　

●

　

０

　

　

●

一
榊
雌

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

３

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

０１

０２

０１

０１

０‐

０‐

０‐

０‐

０２

０１

０１

０‐

０‐

０‐

０２

０１

０１

０２

０３

０１

０１

０２

０１

０１

０‐

０２

０３

０４

０５

０６

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

Ю

Ｈ

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

０１

０１

０２

０１

０２

０３

０１

０１

０‐

０‐

０２

０１

０１

０１

２２
２２
２７
３‐
３５
３８
３９
４０
４０
‐２５
‐４６
‐４７
‐８７
２０‐
２０‐
２０３
２‐３
２‐３
２‐３
２‐７
２‐８
２‐８
２２４
２２５
２３３
２３３
２３３
２３３
２３３
２３３
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３４
２３５
２３９
２３９
２４０
２４０
２４０
２４‐
２４３
２４５
３７７
３７７
蜘
３８２
３８７

黒色粘土 下層/河 1下層

黒色粘土 下層 /河 1下層

黒色粘上 下層/河 1下層

黒色粘土層 /1可 1下層

黒色粘土層 /1可 2中 層

黒色粘土上面/河 2下層

黒色粘土上面/河 2下層

黒色粘土 上面 /1可 1歯 土器 4の横

黒色粘土 上面/河 1歯 土器 4の横

最上面清掃中

上腕骨

基節骨

側頭骨 (頭蓋骨) ●

第一,頂椎

上腕骨

下顎骨

ll巨 骨

上顎骨 (頭蓋骨 )

中位～遠位部,骨幹～上類境界に切創,殴打による破壊

近位～中位部

0  中位部,殴打による破壊

●   第 3後臼歯の発達不完全,下顎枝 に切創

幼獣

中位部,頸骨体近位 よりに切創,殴れによる破壊

近位部,殴打による破 1慕
:

中位～遠位部,上腕骨体に横方向の切倉1,殴打による破壊

中位部,殴打による破壊

●

中位～遠位部,骨幹～上類境界 に切創

近位部,若獣

●  成獣

中位部,上腕骨体遺位部に切創,殴打による破壊

若獣

若獣、近位部

近位部,携骨体に切創,殴打による破壊

若獣

若獣

若獣

若獣

0  若獣,両面に切創あ り

0  若獣、遠位部,殴打 による破壊
エホンジカの中手骨 もしくは中足骨から作った刺突具
ニホンジカの中手骨 もしくは中足骨から作った刺突具

近位部,成獣,殴打による破壊

上腕骨体内側前面に切創,殴打による破壊

若獣,遠位端

成獣,遠位部,と(x几打 による破壊

近位部～中位部,殴打による破壊

上の黒の下の しましま緑灰色シル ト層

河 4と 河 4の西の盛 り土 検出中

河 4中層

河 4中層

河 4下層

河 2下層

河 2下層

1可 2下層

河 2 骨 C
河 2 骨 D
河 2骨 D
河 4上 も下も一緒

河 4上 も下 も一緒

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

河 2下層

1可 4上 も下 も一緒 と河 4の束の盛 り土

河 3下層

河 3下層

河 3下層

河 3下層

河 3下層

河 3下層 と上層

河 3上層

河 3下層

南壁 河 2下層

南壁 河 2下層

南壁 河 3下層

河 2,3,4の あげ土

不明

肩月甲骨

下顎骨

上腕骨

下顎骨

第 1顕椎

上腕骨

携骨

第 2顎椎

顎椎

第 1顕椎

上顎骨

腰椎

頸椎

肋骨

榜骨

上腕骨

側頭骨

肩月甲骨

大腿骨

距骨

後頭類

胸椎

上腕骨

大腿骨

大版P(骨

携骨

胸椎

距骨

基節骨

中手骨

Jイ

近位端,切創アリ,骨角器作成のため ?



3'

h 7

8 10

14

12'

13'

1.40-02 イノシシ 上顎骨  2.234-16 イノンシ 上顎骨  3.38-01 イノシシ 下顎骨

3138-01 切創部拡大  4234-06 イノンシ 第二頸椎  5.234‐ 01 イノシシ 第一頸椎

6.234-12 イノンシ 第一頸椎  7.382-01 イノシシ 基節骨  8234-10 イノンシ 第 1頸椎

9.234-11 イノンシ 頸椎  10240-03 イノシシ 胸椎  11.224-01 イノシシ 腰椎

12.213-02 イノシシ 上腕骨  121213‐ 02 切創部拡大  13.225-01 イノシシ 上腕骨

131225-01 切創部拡大  14.241-01 イノシシ 上腕骨

9
11

↑   '

図 3.1鬼虎川遠跡出土動物遺体(1).切創部分拡大写真を除きスケールは 1/2.
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15

16

17

19

22
23

24

15.201-01 イノシン 肩月甲骨  16 217‐ 01 イノシシ 寛骨  17.218-01 イノシン 寛骨

18.27-01 シカ 側頭骨

21.232-05 シカ 上腕骨

24245-01 シカ 大腿骨

19.387-01 シカ 中手骨

22234-22 骨製刺突具

20. 213-01

23. 381-01

大腿骨

距骨

シカ

シカ

Jび

図 3.2鬼虎川遺跡出土動物遺体(2).スケールは 1/2.



第4章 鬼虎川遺跡第47次調査地点の古環境解析

パリノ・サーヴエイ株式会社

はじめに

鬼虎川遺跡は河内平野沖積低地の東辺にあり、生駒断層が走る東方の生駒山地西側斜面の基部、標高

80～ 100mに谷日から低地に向かつて発達した沖積扇状地扇端に隣接する。現在の標高は4～ 5mで ある。

今回発掘調査が行われた47次調査区は、本遺跡の推定分布範囲西部、松田 (1997)の 地形分類による

完新統最上部低地面の後背湿地に位置する。調査区内からは弥生時代前期・中期頃の溝群が検出されて

いる。また、溝周辺には当時生育していたとみられる樹木の根株も確認されている。溝群については、

調査時の所見によると、同時期に構築されたものではなく、地下水位の変動等により時間漸次的に移動・

構築されたものと考えられている。

今回の調査では、弥生時代およびその前後期における調査区内の環境変遷に関する情報を得ることを

目的として、調査区内の堆積物について、放射性炭素年代測定および珪藻分析を実施した。また、根株

の樹種を明らかにし、当時の景観を考える資料とした。

1 調査地点・試料

(1)層序概要

調査区内の層序については、本報告書の層序の稿に詳述されているので、ここでは調査地点の層序概

要について述べる (図4,1)。

堆積物の層相は、標高 3.5m以深はシル ト・粘上の泥質堆積物からなり、ウエーブリップルが認めら

れる。標高 3.5～ 1.8mは葉理構造が認められる砂質泥層からなり、貝化石を含み、貝の生痕化石が認め

られる。本層は潮汐流の影響下で形成された千潟の堆積物と考えられている。標高 1.8～ 0.6mは上方

細流化する砂質泥～泥層からなり、標高 1.05m層準に砂の薄層を挟み、その上位では有機物に富むよう

になる。全体に植物根跡が認められる。本層は中・潮間帯から潮上帯の堆積物と考えられている。標高―

0.6～ 0.4mは有機物に富む泥層からなる。本層下部では弥生時代前期～中期 (畿内第I～Ⅱ様式)とみら

れる溝跡が確認されている。上部からは弥生時代後期 (畿内第IV様式)の遺物が出土する。0.4～ 0。2m

はシル ト・粘土からなる。 0.2～-0.05mは有機物に富む泥層からなる。本層からは弥生時代後期 (畿内

第V様式)の遺物が出土する。本層の上位にはシル ト・粘土からなる泥層が累重するが、両層の層界は

変形している。

(2)試料

堆積物試料は、堆積物断面から採取された土壌試料25点 (KTR47 1～ 16,17U,17L,19U,19L,21～ 25)

である (図4.1)。 年代測定は、KTR47 22と KTR47 24の 2点について行い、珪藻分析は全点を対象

とする。

根株を主とした木材試料は、各層から採取された根材など12点 (材No.1～ 12)で ある。年代測定は

材No.9の 1点について行い、樹種同定は全点を対象とする。

2.方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、 (株)地球科学研究所を通じて、アメリカ合衆国ベータ社が行った。

(2)珪藻分析

じ7



試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸

処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪

藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した

後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プ

リュウラックスで封入して、永久プレパラー トを作

製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは

1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に

沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対

象に200個イ本以上同定・計数する。種の同定は、原口

ほか (1998)、 Krammer,K.(1992)、 Krammer,K.

&Lange―Bertalot,H。 (1986,1988,1991a,1991b)な

どを参照する。

同定結果は、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種

順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に並

べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに

細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流

水に対する適応能についても示す。また、環境指標種

についてはその内容を示す。そして、産出個体数200

個イ本以上の試料については、産出率 3%以上の主要

な種類について、主要珪藻化石群集の分布図を作成

する。また、産出した化石が現地性の化石か異地性の

化石か判断する目安として完形殻の出現率を求める。

堆積環境の解析にあたっては、海水生種・海水～汽水

生種・汽水生種については小杉 (1988)、 淡水生種に

ついては安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀

内 (1991)、 汚濁耐性については、Asai,K.&
Watanabe,T.(1995)の 環境指標種を参考とする。

(3)樹種同定

剃刀の刃を用いて木日 (横断面)。 柾目 (放射断面)・

板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・

クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ

リセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレパラー ト

を作製する。作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で

観察 。同定する。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

測定結果を表4,1に示す。土壌試料では、較正年代

で 3.7m層準(KTR47 24)が5850BP、  3.4m層準

(KTR47 22)が6040BPの年代値が得られた。上位の

TP(ml
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図4.1 調査地点の層序および試料採取層準



表 4.1 放射性炭素年代測定結果

試料名    登録番号 採取地点 質   方 法 測定年代   13C/12C  較二年代   Code No

KTR47 22

KTR47 24

材Nα9

土壊

土壌

B17カ 西壁溝5最下層 木材

加速器質量分析(AMS)

加速器質量分析(AMS)

液体シンテレーション

6050± 60

5850± 40

4340± 70

-255%。

252‰

-248%。

6040± 60

5850± 40

4340± 70

Bet径 152711

Beta-152712

Beta-152713KTR477R322

1)年代は、1950年 を基点とした値。

2)放射性炭素の半減期は5568年 を使用した。

KTR47 22の 方が古い年代であり、下位のKTR47 24と 年代値が逆転している。一方、材No.9(47R―

322)は、4340BPで あった。

(2)珪藻分析

分析結果を図 1・ 表 2に示す。珪藻化石は、試料番号25、 15～ 11、 5～ 1で 100個イ本以上産出する。

産出分類群数は57属 223種であり、完形殻の産出率は約40～80%で ある。珪藻化石群集は産出種の特

徴から3つ (試料番号25、 15～ 11、 5～ 1)に区分される。以下、珪藻化石群集の特徴を下位から述

べる。

試料番号25は、全体の約35%を海水生種、約45%を海水～汽水生種が占める。大きく優占する種は

ないが、海水生種のChaetoceros属、海水～汽水生種・内湾指標種 (小杉,1988)の CycFo健打a striata―

GSら「lοru」 11、 汽水生種・海水泥質千潟指標種 (小杉,1988)の NitzschFa gr∂nuFataな どが約10～

20%産出する。内湾指標種とは、内湾水中を浮遊生活する種とされる。海水泥質千潟指標種とは塩分濃

度が12%。 以上の水域の泥底に付着生活する種群であり、閉塞性の高い塩性湿地などに生育するとされる。

試料番号24～ 16は、珪藻化石の産出数が24～ 66個体と少ない。少ないながらも産出する種は、海水生

種のGttmmatoplЮ 盟 ′a9ac∬en綾、海水生種・内湾指標種のPa盟協 su′ca勉、海水～汽水生種。内湾指標

種のCyc′0俺】a stria勉 ―G styrorum、 汽水生種・海水泥質干潟指標種のN肱 訥ねgttnuね 勉などである。

試料番号 15～ 11は、全体の約65～ 80%を汽水生種が占める。中でも、汽水生種・海水泥質千潟指標

種のNtts仇ね gI∂nuFaどとュが多産し、試料番号15で約25%、 試料番号14～ 11で約60～ 70%を 占める。

その他は、海水～汽水生種・内湾指標種のCyて ′ヽο鐙打a ttrFatとューG sty′oruFlユ 、汽水生種・海水砂質干潟

指標種 (小杉,1988)の Aぬnanど′〕es b‐ |五:peSな どが約10%前後産出する。海水砂質干潟指標種と

は、塩分濃度が26%。以上の水域の砂底 (砂 の表面や砂粒間)に付着生活する種とされる。

試料番号10～ 6は、珪藻化石の産出数が 9～ 35個イ本と少ない。少ないながらも産出する種は、海水

生種のGrammatophora属 、海水生種・内湾指標種のPa王
‐θFia suFcataな どである。また、試料番号10

は、汽水生種・海水泥質干潟指標種のMレgヽhね grθnuFalaが若千産出する。

試料番号 5～ 1は、淡水生種が優占する。試料番号 5は、全林的には貧塩不定性種 (小量の塩分があつ

てもこれによく耐えることができる種)・ 好十真アルカリ性種。好十真止水性種が優占する。中でも、淡水

～汽水生種のFragfFaria bratttri′ュ勉が約35%、 好止水性種のFragilari夕,coヱュsttuensが約30%産出する。

試料番号 4は、全イ本的には貧塩不定性種・好十真アルカリ性種・好十真止水性種が優占する。中でも、

好止水性種のFragFfaria cons″ uensが約25%産出する。その他に、淡水～汽水生種のFraぅσttatta

brcviЬ t`ria勉 、好止水性種のFrag」aria construtts fo.、 /enttrが約10%程度産出する。

試料番号 3は、全体的には貧塩不定性種・好十真アルカリ性種・好十真止水性種が優占する。大きく

優占する種はなく、好流水性種のAc'ゐnanをFacsれ口a勉 、好流水性種のCymbe」 a tttJJuFa、 流水不

定性種 (止水域にも流水域にも生育する種)の FragFfaria口 ′ェュa、 陸生珪藻A群 (伊藤・堀内,1991)
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図4.2 主要珪藻化石群集の層位分布.海水―汽水―淡水生種産出率・各種産出

率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数

として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。

なお、●は3%未満、+は 100個体未満の試料について検出した種類を示す。

の月伽 ιzshね alュapttο xy〔弓などが約10%前後産出する。陸生珪藻とは、多少の湿 り気のある乾いた環

境に生育する珪藻であり、中でも、乾燥に耐性のある種がA群 とされる。

試料番号 2は、全イ本的には貧塩不定性種・好十真アルカリ性種・好十真止水性種が優占する。大きく

優占する種はなく、好止水性種のAuFacosO盟 ゴ協打ca、 淡水～汽水生種のn聖刻aria紡ひ砲節a勉 な

どが約10～ 20%産 出する。

試料番号 1は、全体的には貧塩不定性種・好十真アルカリ性種が優占する。また、流水不定性種と好

十真止水性種がそれぞれ約40～50%を 占める。中でも、好止水性種のFttgilaI‐ ia cο
=as仔

口Gュasが約25

%産出する。その他に流水不定性種のA11lp′Юtt οyaFね 、陸生珪藻 B群 (伊藤・堀内,1991)。 好汚濁

性種 (Asai&Watanabe,1995)のNavicuFa conttryaceaな どが約10%前後産出する。陸生珪藻

B群 とは、陸生珪藻A群に随伴し、湿つた環境にも水中にも生育する種とされる。好汚濁性種とは、有

機的に汚濁した水域に生育する種である。

(3)樹種同定

樹種同定結果を表4.3に示す。材No.9は仮道管を主とすることから針葉樹であるが、保存状態が悪く

種類の同定には至らなかった。その他の試料は、いずれも広葉樹で、 2種類 (ヤナギ属・ヤマグワ)に

孝0



表 4.2 珪藻分析結果(1)

種 類

Acd〕 Dcyctus clvcnbc聘 五varゃnclla(Breb)HustCdt

Actinocyclus spp

ActinopⅢ chuS SCnanus(E世 )Ettcnbcrg

Anonhttds spp

Auliscus caclams Banty

Biddulphia spp

CぞJa■pylodlscus ctongata(Gmn)BoyCr

CttapylOdlscus tir dulans Crcvinc

CalnpylOd〔scus sPP

ChactoceЮ s spp

Coscinodiscus spp

Cymaton∝ a vcissれ 鋸れ(Crun)■ CndC)

Dcnllcldopsis hy』 ina(SClradcrlSimOnscn

Cratnmatophott macilcnta W SIと lin

Cra〔 ilmatophora(〉ccanl∽ (E世 )CrunOW

Gttatophora spp

乃 a10diSCus scoticus(Kuctz)Crun(,w

NaMcula brattlicnsls GR』

Na胡 cula lyfOidcs Hcndcy

NaYiCula spp

Nitzschia acu ninata(W Smidi)CninOw

Nitzschia lanccola(FInnow

Nittschia spp

Paralia sul∽ 伍(E監 )ClcVC

PIagiogr_a appcndicula拉 m Ciffcn

Rhizosolcda sctigcra Bttghtwcll

Rhizosolcda s,hfomiS Bttghivcn

Rhizosolc五 a spp

S面
“
na fasmOsa(Ebr)Kuctzhg

Surrcna spp

Thalassioncェ la nittschioitts(Cnln)cninOw

Thaiassiosira spp

Thalassiothrix taucnfcldii Cmnow

ThalassiotI]rlx lonsissima Clcvc and Cn】 now

Thalassiod」■x spp

TraChVS口 4要?拌ョ!蔓lど坐 聖空!空〕と空生 _… …
Amphora protcus CrcgOリ

Cocconcis scutelhm Ettcnbcrg

CyciotcWa sttata(Kuctz)CnlnOw

Cyclotcna sttkala var subsaldia Cmnow

Cyclolclla stnata C sサ 10nlm

(「 )clotella stン 10rum BttghttcW

DlPbnciS bOmbus(Elr)CICVC

DiplOncis illtcrじ Pia(Kuc乾 )CICVC

D〔p10ncる smith五 (BrCb)Cに vc

Dip10ncts smithii var rhombica Mcrcscllkowskl′

Dip10ncis spp

GTositta distoium(W Smith)CleVC

Hantzschia m`!「 ina(Donk)CrlinOw

Navicula alpha Clcvc

Navlcuia clcgandssima Mcistcr

Navicula ma■ na Ralfs

Nttzscha cottctata Chュ now

叫卿 隻聾堅a lKttcttlW“ Ⅲ…___… ………
Acmtthsbrc胡 pcs Agardh
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表 4.2 珪藻分析結果(2)

種 類

Aclinaillhcs brcvlpcs、 ar angustala

Achallthcs brcHpcs、 ar paⅢ  ula(Kuctz)Cに ve

Achanihcs dclicama Kuctzi粥

Acr.aanthcs obhqua(Creg)Hust

Achnanthcs spp

AmphOra vcn面cosa C,rego,

ハmphora sPP

(,なlonds pemaぅ。ma(B五モy)Cにvc

Caloncis ll10mbica H(obaン a飩

Caloncls spp

Ca【 nPylodiscus cchcllcis Ehcnbcrg

Dip10neis pscudovalis Husttdi

Fra」 1れa fasocuttta(AgЖ h)Langc B

Frustulia lcwisiana(Crev)Dc Toni

Comphonc■ la cxignulェl var minutissttШ n CIllnow

Navicula crucicula(WS前 m)Do献h
Navicula digitoradiata((れ g)A Schuttudt

Naicula pcrcゼ 脚na(E肘 )Kuctzing

Ntticula aFf sahttm■ l CRInOW

Navicula yarcnsis Cmnow

Navicula spp

Nitzschia cocconeifomis Crunow

Nltzsぬ ia∞ mprcssa(BallCヽ )Boyer

NltzscLa邸 コwla12 Cnin(,w

N:立 schia grdュ 』ala var ttvalinu n

Nit7SCha linoralis cШ l(lw

Nitzschia lorcnzialla var subtilis C― ow
NItzscha punclata(W Smi血 )CrllnOW

Nitzscha spp

Opcphott m錮げ:Hedbaud

Pseudopodosra kosuζ :Tan血 llra ct Sato

Rhopalodla musculus(Kuctz)O Muller

Tcrpsionoe alnc苗 cana(Ball)RalFs

Thalassiosra lacustts(衝 n)HaSIc
Anomoeoricls sPhaCrophora(Kuetz)P魚 ウ。r

Baci■ ana paradoゝ a Cmclh

Fragilana brc工 s色■ata Cnlnow

Naicula∽ pitata、 ar hunganca(Grtln)Ross

Na撹 cda dncta ll〔 ′肘)Kuctzttg

Navicula tipinctata(O MullCrlB岬

Navicula vcncta Kuctzing

Nit/scha lc胡 dcnsis var victonac Cnlnow

Acttanthcs crcnulata(ユ ェ噸 ow
Achnan[lics inaat2(Kじ c立 )CrunOw
Achnanhcsjapoュ ica H Kobttasi

Achnanhcslanceoこ ata(BrCb)CrunOw

Acttanthcs mu】 utissima Kuclzing

Aclnanthcs tropica Hustcdt

Actncna brasltcnsis Grunow

Amphora afflnis Kuctting

AlnphOra rnontana ttasskc

Amph∞ nomanli Rabcln()rst

AmPhora ov』 る(Kueレ )Kuctzing

AmpliOra spp

1234 7   8   9  10  11   12  13   14  15

2

2

1

7   10    1

19L  19U   21   22   23   24   25
、rch

Mc止

Meと

Mch
Mel
Meh
Mch
Mcli

Ogh Mch

Ogh Mcll

Og■‐Mci

Ogh nd

Ogh―ind

O♪ind

14  125

3  1
‐   1

1  4
-  2

140   139

-    1

1     -

8

1

2

1

2

3

1

Ｅ２

Ｅ２

　

　

Ｄｌ

2  1  6

1  3

2

6

3 17 11    77

―   ‐   1   -  ―   ‐

ｍ

ｍ

ｍ 1

卜Pi

Ｊ
，
Ｔ

Ｋ
，
Ｔ

Ｕ

I

72

1

3

O
U

生態性

塩 分 pH 流 水

環境

指標種

1  1

献

10   10



表 4.2 珪藻分析結果(3)

種 類

Aulacoscra ainbigua(Gnm)SinOnttn

Adacosera dlstaIIs(Elr)SimOnscn

Aulacosera granulata(Ehr)Sim()nsen

Aulacoscra islandica(O Mull)SimOnscn

灼■lacoscra itallca(E肘 )Sm()nscn

Aulacosera ilalica var tcnulssima(GRIIl)SimOnscn

Aulacoscira italica、 ar valida(Cnin)SimOnscn

Aulacoscra pcnsacol艇 (AS)SimOnsc■
C』oncis acЮ phla Bo傲

Caloncis bacilluln(GRm)CICVC

Caloncis lcptosomaで a―cr&Langc Bcialot

Caloncis silicula(E肘 )Clcvc

Caloncis silcuta var intcrmedia Ma)cr

C』 oncis spp

C∝ concis ncodiminuia Krammcr

Cocconcis Placcnttlla(Ehr)ClCVC

Coc∞ ncis placentuta var cugl,pta(E肘 )Cleve

Cocconcis spp

CraOcula cuspidata(Kuc乾 )D G Malln

Cyclotclla spp

C,matopにura sOlca(Breb)W Smin

C,mbclla am五s Kuctzhg

Cymbcua aspcra(Ehr)CICVC

Cymbcna chclュ bc略よKuctting

C、Inbena ncsiana Choinok)

C、■nbcIIa naviculifomis Altcrswald

Cymbc]Ia pcrpusilla A Crcvc

Cymbella silcsiaca Blcisch

Cymbclla sttuata CrcgOリ

CymbcWa subacqualis Cnlnow

Cymbclla mmida(Breb e】 t Kuctz)V Hcurck

Cymbella占 Jgidula C_Ow

Cymbclla ttgidula var面 pponica Skvonzow

C)mbclla spp

Dlatoma hycmals var mesodon(E肘 )Kirchcn釘

Diploncis innica(E肘 )CleVe

Dip10ncis ovalis(HilSC)Clcvc

Dip10ncis parma Clevc

DipIOncls yamkaends Honkawa ct Okuno

DiplOncis spp

Epithcnia塑

Eunora Fanax A Clc、 ′c

Eunoda nexuosa(BrCb)Kucttin8

Eunoda fomica Ettcnbcrg

Elinollaぅ。racialis Mcistcr

Eunotia monodon Ettcnbcrg

Eunotia p∝ jttis(Kuctz)Rabcnhorst

Eull(lua p∝ 悦nっ J、 var minor(Kuctz)Rabenhorst

EI1loda pcctnalis var undulata(Ralfs)Rattnhorst

Eunota placrupla ELcnberg

EunOda pracrupta var bidcas C― ow

Eunotta spp

Fragilaria consillens(E世 )Grunow

さ4itana consmcns fo bhodis(E肘 )Hustedi

Fra」 la・la cOnstrucns fo ventcr(E世 )Husttdt
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表 4.2 珪藻分析結果(3)

種 類

Actinocyclus var lenclla(Brcb)Hustcdt

Acin(lcyclus spp

Acunopt、 cllus scnanus(ELr)Elrcnbcrg

Ano■honcis spp

Auliscus caclams B五 1:y

Biddulphia spp

Carnげ Iodlscus dongata(Crun)BOycr

G哩げbdiscus undulatus Crc菫 nc

Calnpylodiscus spp

Chactocerl)s spp

Coscinodscus spp

C)anatotheca vcissaogli(cnin)H甑 雌 y

Dcndculopdsり alina(SCttadcr)ShonSen

Cra【nmatophora macncnta w smi血

Crammatoph∞ ∝∽nica(E肘 )C_Ow
Cra― atoPhora spp

町 dOdiSCus scodcus(Kuctz)CHInOw

Navicula brasilicnsis Crun

Naicula l)TOidcs Ecndcy

Navicula spp

Nitzschla aculninata(W Smith)Crlinow

Nitzschia lanccola CRmOW

Nit7SChia spp

P征』ia sdcata(Ebr)CleVc

PIagioぅ。ra―a appcndiculamm ciFon

R面 zosotc江 a sctigcra B五 ♪ VヽCll

Rhzosolcnla sげ1lfO―SB五 gh"α l

Rhzosole前 a spp

Sunrella Fasmosa(E艦 )Kモlelzing

SunrcWa sPP

Th』as前()ncma五 tzschio:dcs(Cnln)Cnlnow

Th』asstosira spp

Thalassiotttx iaucnfcldli CRInOW

Thalassiothnx IOngissintt Clcve and GRlnOW

Tlュ』asdo6Π x spp

TrachysPhcnia australis var rostellaЙ  Hustcdt

Anphora protclis Crcgり

Cocconcis sctェ Ix,1lum Ettenbcrg

Cyclotclla sttata(I(uctz)CmnOw

Cyclotclla st■ ata var subsalha CRl[OW

け dOtClla smata_cs,lo■ la

Cyciotclla sり IOnlαl Bighヽlcll

Dipl。■eis bOmbus(EL)ClcVC

DiPIOneis intcrupta(Kuctz)CICVC

Dip10nds smithi(BlCb)CICIC

Dipl(,Ilcis smini v征 hOmblca McrcschKows町

Dip10ncis spp

C、TosIぅ句コa distoilm(W Smェh)CI。聘

Hant7SChia naれ na(Donk)6mmw
Na胡 c』 a aIPha Cicvc

NaHcula clcgantissima Mcistcr

Navicula ma・ ina Ralts

Nitzschia coarctata CRInow

NItz∝ ha Snih

Euh

Euh
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Euh

5血

Euh
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Euh‐ モヽch

E山―Mch
Euれ Mch
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E血 Mch
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表 4.2 珪藻分析結果(5)

種 類

Nittscha alnphibia Cnmow

Nitzschia brcissha Cninow

Nitzscha dcbilis(Amo■ )CrunOw

Nitzscha p』 us,is Hustcdt

Nitzschia spp

Pittul江a acrosphacna W Smith

Pittulana borcalis Ettenbcrg

Pinndana braun五 (CRIn)Cにvc

P価 ulれa divcrgcns W Sml伍

Pittularia gibba Ettcnbcrg

Pinnulana gibba var lhcans Hustcdt

PinnuIれa microstauron(E監 )ClcVC

Pinnula■a molれ s(Crun)CICVC

Pianulana nodosa Ehcnbcrg

Pilndれ a obscwa Krasskc

Pinnulanaコュpcstts Hantzsch

PIIull11と■a schocnfcldch監 ammcr

Pinndana scttocdc血 (HuSt)K「■― cr

Pinnd五れaV五 dls(Ni乾 )Ettenbe略

PIェindana spp

RhoicosPhcnia abblcviata(牝 )Lantt B

Rhopalodia gibba(El■ )O MullCr

Scllaphora alncncana(E肘 )Ma〔 in

Sdヒphora bacmum(E肘 )Mann

ScllaphOra pupula(Kuetz)MCrcsclkowsky

St」 uroェc`lallcnburgiana Fo anぅ oulata■ uЫっdt

StauЮ ncis phocniccntcron(Nitz)Ehcnbc唱

StauЮ ncis plioc五 ccnCron var signata Mcistcr

Staばoncis spp

Stcphanodiscus carconcnsis Crunow

S)■cとa inacqualis H Koba,asi
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5  6  4

海水～汽水生種合計

汽水生千互合計

淡水 ～汽水生種合計

淡水生種合計

瑳藻化石総数

凡例

HR:塩分股度に対する適応性

酌h:」ナ水生種

Euh M‐

「

海水■オ1-汽水生千二

Mch:,t水生種

Ogれ Mch:淡水―汽水生女江

Ogh嚇 ,:貧塩好塩性千よ

08h→ nd:貧 塩不定性千上

Ogh‐ wil(:貧塩不明千手

pH:水 素イオン没度に対する道応性

a bl:其 アルカリ性種

』Ⅲl:好アルカリ性種

れ↓pH不定性種

ac止 好酸性種

ac bl:史 駿イ七種

uは :pH不 明千互

CR:流水に対する道応性

卜bl:真止水性十二

卜Ph〔 好止水性種

nd:流 水不定性種

rpr好流水陛&
r‐Ы:英流水性TF

uP(:流 水不明イニ

環境指標種群

A外洋指標種  B:内湾指標fこ , Cl:海水浜場指標種 , DI lll水 砂質千潟指標子工. D2汽水砂質千潟指標手上, EI海水泥質千潟指標種 , E2汽 水泥質千潟指標種 (以上は小杉 1988)

■上流性河,指標極  K:中～下流性河川指標在  M:測沼浮遊性種 , N:湖沼沼沢湿地指標泡 , O:沼沢湿地付者■1互 (以上は安藤 1990)

S好汚湖性種  U:広域適応性在 , ■好清水性種 (以上はA舗 ,k&Watanabe■ 1986)

R:陸生践凍 (RA A tt RB:B群 、 Rl群 , 伊燃 堀内 1991)
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表4.3 積l種同定結果

試料番号  登録番号   地点・遺構・層位  試料名  樹 種

材No l

材 No 2

材 No 3

材 No 4

材 No 5

材 No 6

材 No 7

材 No 8

材 No 9

材 No 10

材 No ll

わI No 12

KTR47R304

KTR47R279

KTR47R299

KTR47R300

KTR47R275

KTR47R180

KTR47R206

KTR47R228

KTR47R322

KTR47R288

KTR47R205

KTR47R207

第IV層 下面

第Ⅳ 層下面

第IV層下面

第IV層下面

第IV層下面

第Ⅳ 層上面

第Ⅳ 層下面

第IV層 下面

西壁溝 5最下層

第IV層下面

第V層中

第V層中

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤマグワ

針葉樹

ヤナギ属

ヤマグワ

ヤマグワ

根 9

根 4

根 6

根 8

根 7

根

根 5

根

材

根 3

根 1

根 2

同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ヤナギ属 (SaFixl   ャナギ科

散孔材で、道管は単独または 2～ 3個が放射方向あるいは塊状に複合して散在し、年輪界に向かって

径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、 1～ 15細胞

高。

・ヤマグワ (ュYorus ausどra′ is Poiret)  クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外でやや急激に管径を減じた後、単独または 2～ 3個が塊状に複

合し、年輪界に向かって径を漸減させながら斜方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に

配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型、1～ 6細胞幅、1～ 30細胞

高。

3.考察

(1)珪藻化石群集からみた調査地点の環境変遷

ここでは調査地点の堆積層の層序概要および珪藻化石群集の層位的変化に基づいて、堆積環境につい

て検討する。

標高-4.0～ 3.5mの ウエーブリップルが認められる泥質堆積物は、3.9m(試料番号25)で珪藻化石が

良好に産出したが、その上位では産出珪藻化石数が少なかった。-3.9m層準では海水生種や海水～汽水

生種などの高い塩分濃度に適応する種が多産した。各種群では海水～汽水生種・内湾指標種CycFottμa

説rfata―Gsとy′orum、 汽水生種・海水泥質干潟指標種のNtts仇ね gr∂nuFa勉 などが多産したことか

ら、本層堆積期の調査地点は内湾～河口千潟のような場所であったことが推定される。なお、本層上部

についても産出珪藻化石数が少ないものの、産出種の構成は-3。9m層準に類似していることから同様な

環境であった可能性がある。本層の堆積年代については、標高-3.4m層準 (KTR47 22)の堆積物が較

正年代で5850BP、 標高 3,7m層準 (KTR47-24)の堆積物が6040BPを示したことから、おおよそ5800

年前～6000年前頃と推定される。なお、年代値が上 。下で逆転しているが、年代値が近いこと、測定

誤差で重なること、土壌で測定していること等に起因することから、ほぼ同時期のものと考えられる。

本遺跡範囲の東部で確認されている波食崖の形成は、5300年前頃と推定されている (地学団体研究会

大阪支部,1999)こ とから、本層はそれ以前に堆積したものとみられる。
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標高 3.5～ 1.8m(試料番号22～ 16)の 水平葉理の発達する砂質泥層は産出珪藻化石数が少なかった。

そのため堆積環境の詳細は不明であるが、産出種群の構成が海水から汽水生種については、本層上位お

よび下位堆積物から産出する種群と類似する。ただし、淡水生の種群の産状に着目すると、本層上位の

堆積物の組成に近似していることから、本層堆積期に調査地域の環境が変化している可能性がある。

標高 1.8～ 1.05m(試料番号15～ 11)の植物根跡が認められる泥層は、汽水生種が優占し、中でも

海水泥質千潟指標種のN↓zsctta granu′ a勉 が多産した。また、標高 4.0～ -3.5mの ウエーブリップル

が認められる泥質堆積物の珪藻化石群集に比べ、海水生種や海水～汽水生種の産出率が低下しており、

下位に比べてやや淡水化する傾向にある。よって、本層堆積期には沿岸部の千潟であり、外洋水の影響

も弱くなっていたことが推定される。

標高 1.05～ 0.6m(試料番号10～ 6)の有機質な泥層は産出珪藻化石数が少なかった。ただし、産出

種群の組成をみると、本層中上部の試料番号 8と 7の間の層準を境として組成が変化している。すなわ

ち試料番号10～ 8では産出種群が下位層で産出する海～汽水生種からなるのに対して、試料番号7・ 6層

準では淡水生の種群からなる。このような層位的変化は河日干潟から陸水域への変化を反映している可

能J畦がある。

なお、本層上部に構築された溝埋積物最下層から出土した木材 (針葉樹)の年代値は4340BPで あっ

た。濤の時代観が弥生時代前期～中期 (畿内第I～H様式)と推定されること、溝が本層から標高-1.3m

層準まで掘 り込まれていることを考慮すると、下位堆積物中に取 り込まれていた材が溝構築に伴い洗い

出され再堆積したものの可能性がある。

標高 0.6～ 0,4mは有機物に富む泥層では淡水生の珪藻化石が卓越した。淡水～汽水生種のFttgilaria

br(・yistta協 が産出し、やや塩分濃度の高い環境と思われるが、好止水性種のFragilarFa construcns

が産出し、陸生珪藻も若千産出する。したがって、本層は淡水の影響で汽水化した塩性湿地のような環

境下における堆積物の可能性がある。本層からは弥生時代後期 (畿内第IV様式)の遺物が出土する。

標高 0.4～ 0.2mは泥質堆積物の珪藻化石群集は下部・上部で多少異なっていた。下部 (試料番号 4)

は下位の有機物に富む泥層と類似した群集組成であるが、淡水～汽水生種のFragF」arFa b‐ vi5｀ どria勉 の

産出率が低下していることから、湿地的環境であったが、淡水の影響がより強くなったと思われる。上

部では、大きく優占する種はなく、下位の試料番号 5・ 4に比べて止水性種の産出率が低下し、流水性

種の産出率が上昇した。したがつて、上部層準の頃には、下部に比してより流れ込みの影響を受ける環

境へと変化 したことが推定される。

0.2～ 0.05m(試料番号2)イよ有機物に富む泥層の珪藻化石群集は、止水性種が優占し、中でも好止

水性種のAuFacosO翅 イ勉FFcaが多産した。本種は水中を浮遊生活する浮遊性種であることから、基本

的には湿地的環境だが水深が深くなったと考えられる。また、下位の有機質泥層とはその成因が異なる

ことが窺える。

0.05mよ り上位では粘土・シル トの泥質堆積物からは弥生時代後期 (畿内第V様式)の遺物が出土す

る。本層の珪藻化石群集は試料番号 4層準と類似することから、同様の環境下における堆積物の可能性

があり、再び水深は低下して湿地的環境に変化したと思われる。

以上の堆積環境の変化をまとめると、調査地点では、約6000～5800年 前頃は内湾～河日干潟であつ

たが、その後、海面が低下して淡水の影響を受けるようになり (試料番号24～ 16)、 千潟環境を維持す

る時期があつた。やがて、弥生時代前期以前に陸水の影響を受けるようになり、弥生時代前期および弥

生時代後期頃には有機質に富む土壌が形成された。このような珪藻化石群集および推定される環境変遷

は、本調査区北側のより低い場所に位置する第35-2・ 3次調査区の調査成果 (パ リノ・サーヴェイ,1998)
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と良く対応している。今後、これらの両地点の層序対比を行い、時間・空間的な環境変遷について検討

していくようにしたい。

ところで、弥生時代前期頃の溝が構築されている有機質な泥質堆積物は、当時の人間活動を捉える上

で重要である。今回の結果では珪藻化石が少なかったが、検出された淡水生種の大半が陸生珪藻の中で

も特に耐乾性の強い種群であった。上記した352工 3次調査区でも同様な泥質堆積物が認められているが、

そこでの珪藻化石群集は異なる環境を指標する種群から構成される混合群集の様相を呈していた。また、

本調査区南側に迫っている沖積扇状地面下位面を構成するロウブ上に位地する40次調査区でも弥生時代

日v期 の黒色の堆積物が認められている。この堆積物からは珪藻化石がほとんど検出されず、陸生珪藻の

種群が僅かに検出されただけであった (パ リノ・サーヴェイ,1999)。 このように本層は本遺跡内におい

て広く分布していたことが窺える。珪藻化石群集からみた場合、しばしば乾燥することがある堆積物の

可能性がある。下記する樹木の分布からも同様な状況が想定されることを合わせ考えると、比較的安定

した状況下で人間の活動の場となりえる土地条件を有していた可能性がある。今後、本層中の植物珪酸

体や腐植含量等の空間的検討を行い、多角的に評価していくようにしたい。

(2)古植生について

弥生時代前期～中期 (畿内 I～H様式)の溝周囲に分布していた植物の根材は、ヤナギ属とヤマグワ

に同定された。現在日本に分布するヤナギ属には河畔や湿地などの水湿地と山地に分布する種類が含ま

れる。また、ヤマグワは湿った山地や低地に生え、その果実は食べることができる。これらの樹種の現

在の分布地の土地条件および調査区が沖積扇状地面下位面 4の ロウブ (松田,2000)に 隣接する低地に

位地することを考慮すると、当時の調査区内が水湿地のような冠水する場所でなく、やや湿った場所で

あつたことが推定される。当時の林分の状況については、出土した根材の大きさや分布間隔などの情報

を含めて検討する必要があるが、今回の結果は本遺跡における弥生時代前期頃の景観を検討する上で貴

重な成果といえる。

弥生時代前期頃の低地の植生については、今回の調査区北側のより低い場所に位置する第352・ 3次

調査区 (パ リノ・サーヴェイ,1998)や第351次調査区 (金原ほか,1997)な どで検討されている。そ

れらの結果によると、ヨシ属を含むイネ科やカヤツリグサ科などの草本植物からなる草地ないし湿地が

拡がっていたことが推定されている。このような草本植物は、これらの調査地点より標高が高く、沖積

扇状地下位面 4を構成するロウブ (松田,2000)に 接した本調査区付近の低地にも分布していた可能性

もある。ただし、樹木の分布を考慮すると低地における植生も単調なものではなく、極微地形や土地条

件の違いによって多様であったと考えるのが妥当であろう。今後、本調査区近辺での材以外の植物化石

の検討を行うことで検証していきたい。

当時の森林植生に関する情報としては、低地では上記の地点の他に、今回の調査区東北東方向300m、

沖積扇状地面下位面に接する29・ 30次調査区 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1988)や 12次調査区 (刀|

須ほか,1987)で も得られている。29・ 30次調査区では、今回とほぼ同時期とみられる溝埋積物中か ら

ヤナギ属、エノキ属、トネリコ属、ニレ属の材が認められている。また、12次調査区でも同時期とみら

れる溝堆積物から木本植物遺イ本として、ナラガシワ・コナラ、アラカシ、イテイガシ、シリブカガシ、

クマシデ属・ヤナギ属・エノキ・ムクノキ・ヤブツバキ・ブドウ属、モモなどが確認されている (那須

ほか,1987)。 一方、沖積扇状地下位面に位地する西ノ辻遺跡でも開析谷埋積物において、アカガシ亜属

を中心としたモミ属などの温帯性針葉樹の種類やニレ属、ケヤキ属など落葉広葉樹の種類を伴う植物化

石群集が認められている (未公表)。

これらの情報に基づくと、本時期の生駒山西麓山地斜面から沖積扇状地斜面にかけての植物相は、カ
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シ類などの常緑広葉樹、モミ属・ツガ属などの温帯性針葉樹、ナラ類、エノキ、ケヤキ属などの落葉広

葉樹の種類などから構成されていたことが窺える。これらの樹種がどのような林分を形成していたかに

ついては地形や土地条件を含めて稿を改めて詳述することにしたいが、沖積扇状地面上や谷沿いには今

回認められたヤナギ属やヤマグワの分布十分想定される。今回の調査区東側に隣接する 7次調査区で出

土した多量の木製品の樹種同定の結果、ヤマグワが容器や高ナT、 に賞用されているほか、蓋、堅杓などの

用途もみいだされており、ケヤキのそれよりも多く出土していることから、周辺には高密度でヤマグワ

が生育していたことが推定されている (島地ほか,1987)。 また、容器として利用されているヤマグワの

年輪から、直径50cmを越える大木の存在が推定されている (芋本,1987)。 これらのことは、生駒山山

麓には古い段階からヤマグワが多数分布していたことを示唆するものであり、その分布は今回の結果か

ら低地縁辺部にまで及んでいたことが窺える。また、ヤマグワが極相林を構成する種類ではないことか

ら、その林分の存在は本地域の植生史を検討する上でも重要であり、人間活動との関係を含めて総合的

に評価していきたい。

引用文献

安藤一男 (1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理,42,

p.73-88.

Asai,K.&ヽVatanabe,T.(1995)Statistic Classification of Epllithic DiatoHl Species into

Three Ecological Groups relating to Organicヽ 「ヽater Pollution (2)Saprophilous and

saproxenous taxa. Diatom, 10, p.35-47.

地学団体研究会大阪支部編 (1999)大地のおいたち 神戸・大阪・奈良・不日歌山の自然 と人類.224p., 築地書館 .

原 口和夫 。三友 清・小林 弘 (1998)埼玉の藻類 珪藻類.埼玉県植物誌,埼玉県教育委員会 ,

p.527-600,

伊藤良永・堀内誠示 (1991)陸生珪藻の現在に於ける分布 と古環境解析への応用.珪藻学会誌, 6,

p.23-45。

小杉正人 (1988)珪藻の環境指標種群の設定 と古環境復原への応用。第四紀研究,27,p.120.

Krainmer,K.(1992)PINNULARIA, eine Monographie der europaischen Taxa.BIBLIOTHECA

DIATOMOLOGICA, BAND 26, p.1353., BERLIN oSTUTTGART.

Kranllner, K.&Lange― Bertalot, H。 (1986)Baclllariophyceae, Tell l, Naviculaceae. Band 2/1

von:Die Suesswasserflora vonヽ 1ltteleuropa, 876p., Gustav Fischer Verlag.

Kra■lrner, K, &Lange― Bertalot, H.(1988)Bacillariophyceae, Tё l1 2, EpitheHliaceae,

Bacillariaceae, Surirellaceae. Band 2/2 von:Die Suessヽ アヽaSSerflora von WIitteleuropa,

536っ., Gustav Fischer Verlag.

Kraollner, K. &Lange― Bertalot, H.(1991a)Bacillariophyceae, Tei1 3, Centrales,

Fragilariaceae, Eunotiaceae. Band 2/3 von:Die Suessヽ vasserflora vonヽ ′Iitteleuropa, 230p.,

Gustav Fischerヽ /erlag.

Kranlrゝ ler, K. &Lange― Bertalot, H.(1991b)Bacillariophyceac, Tel1 4, Achnanthaceae, Kritsche

Ergaenzungen zu Navicula (Lineolatae)und Gomphonema. Band 2/4 von:Die Suesswasserflora

von W【itteleuropa, 248p., Gustav Fischerヽたerlag.

松田順一郎 (2000)1.2神 並遺跡の地形・地質条件 ,「ネ申並遺跡発掘調査報告集 一第 9,10・ 18・ 19・ 22次調査

一J,p58,財 団法人東大阪市文化財協会

∠T9



那須孝悌 。日浦 勇 。樽野博幸・宮武頼夫 (1987)VIII.自 然史関係の遺物,「鬼虎川遺跡第 12次発掘調査報告」

,p.52-55,

島地 謙・林 昭三・植田弥生 (1987)第 4章鬼虎川遺跡出土木製品の樹種 (第 7次)。 「鬼虎川の木質遺物―第

7次発掘調査報告書 第 4冊」,p.39-67.財 団法人 東大阪市文化財協会 .

芋本隆裕 (1987)第 4章 考察 ,「鬼虎川の木質遺物―第 7次発掘調査報告書 第 4冊」,p.6884.財団法人 東

大阪市文化財協会 .

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1988)鬼虎川遺跡 29・ 30次調査出土材同定。「鬼虎川遺跡第 29・ 30次発掘 調

査報告」,p.5254,東大阪市教育委員会・財団法人東大阪市文化財協会 .

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1998)VH鬼虎川遺跡の古環境復原.「鬼虎川遺跡第 352・ 3次発掘調査報告J,p.56

80,財団法人東大阪市文化財協会 .

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1999)1.5鬼 虎川遺跡第 40次調査の古環境復原 ,「東大阪市下水道事業関係発掘調

査概要報告 -1998年度―J,p.3744、 財団法人東大阪市文化財協会 ,

刃



報告書抄録

きとらがわいせきだい47じはつくつちようさほうこく

鬼虎川遺跡第47次発掘調査報告

石切生喜病院別館建設に伴う

ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

発行機関

作成法人ID

郵便番号

電話番号

住所

発行年月日

ぶりがな

遺跡名

ふりがな

遺跡所在地

コード

】ヒ糸革

東経

調査期間

調査面積

調査原因

種別

主な時代

遺跡概要

特記事項

金村浩―・別所秀高・パリノ・サーヴェイ株式会社

財団法人東大阪市文化財協会

財団法人東大阪市文化財協会

42710

577--0843

06-6736-0346

大阪府東大阪市荒川 3丁 目28-21

2001.12.31

きとらがわいせ き

鬼虎川遺跡

おおさかふひが しおおさかしやよいちよう

大阪府東大阪市弥生町1356-4・ 13・ 14、 1360-2・ 8

市町村27227  遺跡番号  不明

34・ 40・ 30

135。 38・ 53

2000,04.24-08.11

1073コド

病院別館建設

集落

弥生

弥生―柱穴十溝一弥生土器+石鏃+石庖丁十砥石

特記なし

石切生喜病院別館建設に伴う

鬼虎川遺跡第47次発掘調査報告

2001年 12月 31日

財団法人東大阪市文化財協会

〒577-0843 大阪府東大阪市荒川 3丁 目28-21 TEL.06-6736-0346

1ttl近畿印刷センター

〒582-0001 大阪府相原市本郷 5丁 目6香25号 TEL.0729-72-5918

表紙 。本文 ニユーエイジ70.5kg

無線とじ

発行

〔「用!

紙質

製本



鬼

Ｆ

激
光

補
Ｔ

…
１
　
１
・
■
キ

生
Ｆ

２

０

Ｃ

ｌ

年

１２

月

財
島
法
人
茸
大
阪
市
文
化
財
協
会

'理 =

′


